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をーワャシや栓湯給
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ます

◆P 52P

すまきでくつあを湯お
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しか沸ろふおで動自
ができます

82P

動自に刻時のみ好お
が上き沸がろふおで
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04P

すまきでくるぬを湯お
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ふおでドーモ浴身半
ろ沸かしができます
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を間時でンコモリ室浴
計ることができます
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5

・音作操のンコモリ
音のどなドイガ声音
でがとこるえ変を量

きます
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お好みの時刻に
自動で浴室暖房を
開始できます

05P

 【 】合場のンコモリるあが

すまきでが話通でンコモリ所台とンコモリ室浴

06P

は
い

 【 】合場のンコモリるあが

てしら鳴をムイャチのンコモリ所台らか室浴
呼び出すことができます

95P

せっけん

 【 】合場のンコモリるあが 

すまきでがとこく聞を子様の室浴でンコモリ所台

26P

85P

）くづつ（

せ

け
ん

な
い
よ
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すまきでがとこなんこ ）編本基（ 2-

ンーリク管配ろふ

約らか後了終の湯した・きだい追・湯した動自・温保動自＊ か後了終の水したびよお、間分2
。んせまきらたははトーオんげきご、は間分51約ら

をきだい追に後秒03約
温ろふたし定設、し始開

度まであたためます。

水位が上がると
入浴したことを
センサーが検知
します。

ごきげんオート

んせまきで更変は定設のこ

、を湯り残の管配ろふ
し出し押で湯おいし新

ます。

表示の節電

ふろ自動スイッチ チッイスきだい追    チッイス話通 はたま チッイス出呼    チッイス水した    チッイス湯した    

】ンコモリ室浴【

約ままいなさ押をチッイスはたま、ままいなわ使を湯お、めたぐ防を費消力電な駄無のンコモリ 分01 たっ使を能機のろふお（
場合は、浴室リモコンでは約１時間） 。すまりなにうよの下、とつた

】ンコモリ所台【

設定を変更できます 99P

、とす押をチッイスりたっ使を湯お＊ 「表示の節電」を解除します。
※下記のスイッチは、 でけだす押回1 「表示の節電」を解除し、同時に機能もはたらきます。

ふろ自動ランプ点灯中にはたらきます。

75,65P

）例一の示表ルーロクス（

※ 」電節の示表「 てし定設を
焼の面画、は合場いない
横が面画、めたの止防付

にスクロールします。

、めたの全安、は合場るいてし定設に℃06を度温湯給＊ 「表示の節電」はしません。
、は中灯点プンラ動自ろふ＊ 「表示の節電」はしません。

）きづつ（

操チッイス、めたぐ防を費消力電な駄無のンコモリ
。すまりなく暗に々徐が面画は後作

給湯ランプのみ点灯

表示が消えます
（運転は「入」状態）

給湯ランプのみ点灯 表示が消えます（運転は「入」状態）※

7

すまきでがとこなんこ ）編用応（ 1-
いろいろな確認をしたり、ご家庭の使い勝手に合わせて設定を変更したりできます

リモコンの音声や表示

音声ガイドを
消せないかな

「表示の節電」と時計表示 99P

リモコンの画面が消えている
ことがあるけど
常に表示して
おきたい

チッイス湯給 」切「 のときも
などけだんな利便とるあが示表計時

台所リモコンのスイッチを
押したとき、
もう少し

いる明 ）い暗（ が方
見やすい

のきとたし押をチッイスのンコモリ所台
さる明の面画示表 601P

リモコンの音声ガイド 89P

 【 】合場のンコモリるあが

インターホンの
呼び出し音が

いさ小 ）いき大（

インターホンの呼び出し音量 101P

給湯

子供がリモコンを
さわっていて、
知らない間に
給湯温度が
上がって
しまいそう

給湯温度の上限 ）度温高最（ 301P

暖房

う使くよ、でけだす押回1を

暖房の運転ができれば
便利なのに

え替り切能機のチッイス房暖 P 601

どの部屋の床暖房の
表示か
わかりにくい

」房暖床「 加追の称名屋部のへ示表 601P

）くづつ（

エネルック

月今 ）週今・日今（ いらぐれど、
らしかのたっ使を湯おやスガの

67～46P

発電

】定設電発【
今すぐ発電したい

･･･cte

】ビナ電発【
いつおふろをためると
お得かしら？

･･･cte

58～77P 79～68,77P

21

6
39
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すまきでがとこなんこ ）編用応（ 2-
おふろ

ふろ自動の自動保温の種類 101P 沸き上がりのお知らせ 401P

のきとたっ使を湯お
りは湯お 動自ろふ（ ）湯した・ 断中時一の P 301

自動保温時間が
く長し少うも ）く短（

ならないかな

沸き上がり後の
自動保温の時間 001P

子供がリモコンを
さわっていて、
知らない間に
ふろ温度が
上がって
しまいそう

の合場たし作操きだい追でンコモリ室浴
追いだき温度 301P

の合場たし作操きだい追でンコモリ室浴
追いだき完了のお知らせ 401P ふろ温度の上限 ）度温高最（ 501P

沸き上がり後の
自動たし湯は
したくない

おふろの
沸き上がりの
お知らせを
聞き逃したかも？

せら知おか度何（
してほしい）

できだい追の度1
あつめに
追いだきしたい

浴室リモコンで追いだきしたとき
追いだきが
終わったら
お知らせして
ほしい

沸かないの～?

、とるいてっ使を湯お
がりが上き沸のろふお

ねよのい遅

必要に応じて設定してください

501P 」き抜水の器機「  」り張水の器機「作操の111,011P （機器の水抜き・機器の水張り） きとるすを
701P 」トッセリの定設「きとす戻に定設期初を定設たし更変

対応する浴室暖房乾燥機があれば、こんなこともできるんだ

浴室で衣類乾燥が終わったら、
すぐに衣類を取りこみたい

浴室の乾燥終了のお知らせ 401P

ふろ配管クリーンは
自動で
はたらかなくても
いいんだけどな

自動ふろ配管クリーン 101P

）きづつ（

9

しくみ

貯
湯
タ
ン
ク

回収
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リモコンの型番をご確認ください

てしと表代、がすまいてし明説を法方作操のンコモリの数複、はで書明説扱取のこ＊ すまいてし明説で型563N-831 。
。すまいてし明説でトスラインコモリるす当該、はていつに作操るな異りよにンコモリ＊

】ンコモリ所台【

。んせまいてし載記は番型はにンコモリ室浴※

にここのンコモリ所台
すまいてし載記を番型

11

、はきとたいづ気にれ漏スガ
るめやを用使にぐす．1

るめ閉を栓スガ．2
栓スガのーターメ、たま

も閉める
社会スンナテンメの当担．3 、
スガ阪大のりよもはたま

に連絡する

屋内に設置しない
一酸化炭素中毒の原因に
なります。

危険

に対絶、は時れ漏スガ
・火をつけない

いなしを切・入のチッイスの具器気電・
いなしをし差き抜のグラプ源電・

いなし用使も話電の辺周・

火や火花で引火し、
火災の原因になります。

危険

必ずおこなう

火気禁止

禁止

必ずお守りください ）意注の上全安（ 1-
。すまいてしを示表・分区なうよのぎつ、にめたるす止防に然未を害損のへ産財・害危のへ方の他や方るなにい使お

。いさだくい使おくし正てし解理くよを容内、きだたいり守おず必、でのすで容内な要重るす関に全安もれずい

い願お

危険

注意
警告

険危の災火はたま、険危う負を傷重、亡死が人、とるすをい扱り取たっ誤てし視無を示表のこ
。すまいてし示を容内るれさ定想がとこるじ生てっ迫し差が

可の災火はたま、性能可う負を傷重、亡死が人、とるすをい扱り取たっ誤てし視無を示表のこ
能性が想定される内容を示しています。

発のみの害損的物びよお性能可う負を害傷が人、とるすをい扱り取たっ誤てし視無を示表のこ
。すまいてし示を容内るれさ定想が生

。すまいてし示を容内いたきだたいてし解理、にめたくだたいてし用使に適快に全安
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必ずお守りください ）意注の上全安（ 2-
警告

るす用使で源電・スガの示表に板銘ず必

よに焼燃全完不、といなし致一が源電びよお種スガの示表
、りたしどけやで火着発爆、りたっなに毒中素炭化酸一る

機器が故障する場合があります。
類種のスガず必、は合場たし居転に特 ）類種の源電（ 致一が

、は合場いならかわ。いさだくてし認確かうどかるいてし
。いさだくてし絡連にスガ阪大のりよもはたま、店売販

に順手の次、は合場の急緊のどな災火、震地
従う

るめ閉を栓湯給．1

をチッイス湯給．2 」切「 るすに
をーカーレブ用専．3 」切「 るすに （ ）91P

るめ閉を栓元水給・栓スガ．4

常異、気臭な常異に中用使、はたま合場いなし火点
す火消で中途用使、や合場たじ感を度温な常異、音

るめ閉を栓スガし止中を用使にちだた、は合場る

、は合場たっあが常異に中用使 と？なか常異・障故「
」らたっ思 （ 821～711P ） るすを置処い従に

止中を用使、は合場いなら直もてしを置処の記上
阪大のりよもはたま、社会スンナテンメの当担、し

ガスに連絡する

おいつあらかータプダア環循、は中きだい追
いならわさでのる出が湯

やけど予防のため。

表にンコモリ、は時用使の湯おどなーワャシ
てし認確を温湯で手、めか確くよを度温の示

から使用する
あ、とあたっ使で温高の℃06
に特はきとるす用使てめたら

注意してください。
やけど予防のため。

がチッイス湯給、めたの式湯貯は器機のこ 」切「 もで
すまりあがとこる出が湯おいつあ

きてっが上が度温の湯おに中用使の湯おやーワャシ
るれ離らか湯おにぐす、らた

ブ用専りたし電停、にきとい高が度温の湯おのクンタ湯貯
が性能可る出が湯おの温高、合場たしりたち落がーカーレ

あります。

てし認確で手を温湯の槽浴
から入浴する
やけど予防のため。

りたし出を湯おの温低にきとい高が温水のどな場夏
温い高りよ度温定設、とるすとうそ出を湯おの量少
開とっもを栓湯給、でのるあがとこる出が湯おの度

いて使用する
やけど予防のため。

防予結凍のろふに中電発や中用使房暖 運動自プンポ（
）転 らかータプダア環循の槽浴、に合場たいらたはが

すまりあがとこる出が湯おいつあ

必ずおこなう

高温注意

必ずおこなう

循環アダプター 高温注意

各はーカーレブ用専※
状置設てっよに庭家

態が異なります。

）合場のA31スガ市都（

ガス

電源

太陽熱温水器とは絶対に接続しない
の器機やどけや、りなくなきでが御制度温の湯お

故障の原因になります。 禁止

盤電分内屋

盤電分内屋

31

増改築などで屋内状態にしない
）いなしをどない囲板波（

。すまりなに因原の災火・毒中素炭化酸一

いなか置にりわまを物いすやえ燃
）どな油灯、紙聞新、物濯洗（

火災の原因になります。

、をベンボ用ろんこトッセカや缶ーレプス
使、いなか置にりわまの口気排や体本器機

用しない
おるす発爆が缶ーレプス、りが上が力圧の缶ーレプスで熱

それがあります。

おの火引、どなンジンベ、ンリソガ、油灯
りわまの口気排や体本器機を物るあのれそ

で使用しない
火災の原因になります。

る取に的期定はりこほのグラプ源電
ほこりがたまると、火災の原因になります。
電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

に実確でま元根はグラプ源電
差し込む
差し込みが不充分だと、
感電や火災の原因になります。

いなしを工加・損破のグラプ源電、ドーコ源電
を物、りたっ張っ引、りたげ曲に理無、りたね束
なえ加を力な理無てしりたえ与を撃衝、りたせ載

い。傷つけない。加工をしない。
感電、ショート、火災の原因になります。

たっ乗にどな口気排、管配のスガや体本器機
いなえ加を力な理無、てしり

焼燃全完不、れ漏スガるよに形変の器機、やがけ
のおそれがあります。

いならわさで手たれぬはグラプ源電
感電の原因になります。

ぬれ手禁止

感電注意

必ずおこなう

必ずおこなう

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

機器本体

機器本体

警告
のータプダア環循、りたっぐもに中の湯お

フィルターを外して使用しない
、てれま込い吸がどな毛の髪や部一の体に中転運

おぼれたり、けがをするおそれがあります。

なえ変を度温外以者用使、は時用使ーワャシ
チッイス湯給、い 」切「 のンコモリ、いなしに

」先優「 を切り替えない
高温に変更されたときのやけど予防のため。

チッイス湯給りたれさ更変に温低、たま 」切「 、とるれさに
冷水になって使用者が驚く原因になります。

いなせば遊で内室浴を供子
いなせさ浴入でけだ供子

思わぬ事故の原因になります。

禁止

禁止

禁止

修、りたし解分に対絶はで身自ごまさ客お
理・改造はおこなわない

。すまりなに因原の障故や故事ぬわ思 分解禁止

）くづつ（

す離はと物いすやえ燃 ）どな箱、材木、木樹（
火災予防のため。

必ずおこなう排気開口部から
mc03 上以

排気開口部から
mc06 上以

排気開口部から
mc51 上以

排気開口部から
mc51 上以
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必ずお守りください ）意注の上全安（ 3-

】合場るいてれさ置設が房暖床【
りたっべそ寝、りたっ座間時長で上の房暖床

しない
。すまりあがれそおすこ起をどけや温低

し意注が方のりわまは合場るれさ用使が方なうよの次に特
てあげることが必要です。

なせか動を体で思意の分自どな人病・り寄年お・児幼乳＊
い方

方たれま飲を薬眠睡・酒おやきといし激の労疲＊
方い弱の覚感膚皮や膚皮＊

禁止

警告
が術技、格資の門専はに事工続接管配スガ
し外り取・動移・置設の器機、めたな要必
りよもはたま、店売販、は事工帯付びよお

の大阪ガスに依頼する
安全に使用していただくため。

必ずおこなう

）きづつ（

51

子供を機器の周囲で遊ばせない
思わぬ事故の原因になります。

禁止

注意

っがさふでどなミゴ・りこほが口気給の器機
ていないか確認する
不完全燃焼の原因になります。

、合場るすをき抜水・れ入手お・検点の器機
チッイス湯給 」切「 おらかてえ冷が器機、しに

こなう

のクンタ湯貯、は合場るす水排を湯おのクンタ湯貯
るす水排らかてげ下を度温どなるきい使を湯お

やけど予防のため。
ア環循、は中湯した・し直しか沸・動自ろふ
るす意注でのる出が湯おいつあらかータプダ

循環アダプター

に途用の外以房暖、ろふお、ーワャシ、湯給
は使用しない
思わぬ事故を予防するため。

触に近付口気排、はくらばし後用使や中用使
れない
やけど予防のため。

必ずアースする
。すまりなに因原の電感、合場たし障故が器機
はたま、店売販、は合場いないてれさがスーア

もよりの大阪ガスにご相談ください。

グラプ源電にずた持をドーコ、はグラプ源電
を持って抜く
コードを持って抜くと、
コードが破損し、発熱、
火災、感電の原因になり
ます。

グラプ源電

ドーコ

意注るす関に池電乾 （ い願おのていつに器機え替り取 ）
頼依を理処に者業の門専は器機旧、合場たえ替り取を器機

してください。
用使を池電乾、合場るれさを理処の器機旧でまさ客おしも
しを理処の規正らかてし外り取を池電乾、は器機るいてし

てください。

禁止

必ずおこなう

高温注意

アースする

接触禁止

必ずおこなう

】合場るいてれさ置設が房暖床【
いなか敷をトッペーカ気電に上の房暖床

床材の割れ、そり、すき間の原因になります。

ぎく、りたし刺、りたしと落をのもな利鋭に房暖床
打ちなどをしない
温水パイプが破損します。

禁止
すまいてし用使を石磁はにンコモリ

機療医どなーカーメスーペ、がすで弱微に常非は力の石磁
だくてし用使えうの談相ごと師医、は方るいてし用使を器

さい。

必ずおこなう

トッニユ電発ンジンエスガ ）型2000-091（
るす用使てせわ合み組と

お、とるす用使てせわ合み組と器機の外以れそ
因原の障故の器機やどけや、りなくなきでが御制度温の湯

になります。

必ずおこなう

】合場のンコモリンホータンイ【
いなけづ近を耳にーカーピス、中話通

き引をどな害障覚聴、りあが合場る出が音なき大
起こす原因になります。

禁止



61

必ずお守りください ）意注の上全安（ 4-

感電注意

いなし用使はで途用の用務業
製とるす用使で途用の用務業、でのすで用庭家は品製のこ
間期証保、は理修の合場のこ。すまめ縮くし著を命寿の品

内でも有料になります。

お願い
をーカーレブ用専、し止停を転運にかやみす、らためじはし生発が雷 」切「 るすに （ ）91P

 いならわさで手たれぬ ）すまりあがれそおの電感（
。すまりあがとこるす傷損を品部子電で流電過な的時一るよに雷

をーカーレブ用専はとあだんやが雷 」入「 。いさだくてし認確をとこるいてっ合が計時、しに
間時長をーカーレブ用専、は期冬※ 」切「 。すまりあがれそおの結凍とるすに

ンコモリ室浴、で温室の℃04～℃0はンコモリ所台
るす用使で温室の℃05～℃0は

故障の原因になります。

ナウサイラド、で室浴るいてし置設をンコモリ室浴
を使用しない

、も合場るれさ用使をナウサトスミ ごで温室の下以℃05
使用ください。

リモコンを分解しない
。すまりなに因原の故事ぬわ思、や障故

の性酸や剤浄洗ビカの系素塩、はに除掃のンコモリ
いなし用使をどな剤洗用室浴

変形する場合があります。

なけかをきぶし水、にンコモリ設増・ンコモリ所台
い、蒸気を当てない

。意注にどなトッポ気電、器飯炊
故障の原因になります。

かを水に意故にンコモリ設増型水防・ンコモリ室浴
けない

。すまりなに因原の障故は水の量多、がすで型水防

ンャシ、にンコモリ設増型水防・ンコモリ室浴
プー・リンス・入浴剤などを故意にかけない
変色などの原因になります。

るす意注うよいなしらずたいが供子をンコモリ

いながさふでどなルオタをータプダア環循の槽浴
穴に物を詰めない
おふろ沸かしができません。

。すまりなに因原の障故の器機

飲は湯おの番一朝、や水たっまた間時長に管配や器機
るす用使てしと水用雑、いなし用使に理調、いなま

さ騰沸ず必、し意注に点の記下、は合場るれさ用飲
せる

水たし合適に準基質水の水料飲たれらめ定に法道水ず必・
道水を使用してください。

水のでまるくて出が湯おいつあ・ ）水るいてっまたに管配（
は、雑用水としてお使いください。

ずせ用飲、はに合場たっあが臭異、り濁、色変や物形固・
大のりよもはたま、社会スンナテンメの当担、にちだた

。いさだくてし頼依を検点へスガ阪

黄硫 ）ウオイ（ いなし用使は剤浴入だん含を

きとるす用使をどな剤洗・剤浄洗まがろふ・剤浴入
るす用使くし正、み読くよをき書意注、は

換交熱の器機、はてっよに類種の剤浄洗まがろふ・剤浴入
もるなに因原るす下低が力能のプンポ、りたせさ食腐を器

のがあります。
、りた出が音常異、にきとたしきだい追てし用使をられこ
。いさだくてめやを用使、は合場るなくなきできだい追
、み読くよをき書意注、はてし際に用使の剤浄洗まがろふ

。いさだくてし用使くし正

温泉水、井戸水、地下水で使わない
食腐、りたし着付が物異に管配の内器機、はてっよに質水

。すまりあがとこるすれ漏水てし
この場合の修理は保証期間内でも有料になります。

るめ閉を栓湯給、し止停を転運は時水断
せまきではきだい追の湯り残たいてめたに槽浴、は時水断
帰復が水給、とくおてしにままたけ開を栓湯給、たま。ん

したときに水が流れっぱなしになります。

使に理調、いなま飲は湯おのめ始い使の後帰復水断
用しない

まどとに管配が水いなさ適に用理調や用飲はきとたし水断
ることがあります。

用使らかてし流を水分充らか栓湯給、は後帰復水断
する

ぬれ手禁止
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チッイス湯給 」切「 いなさ出を水らか側湯おはに時
チッイス湯給、はにきとす出を湯お 」入「 さだくてし認確を

い。
チッイス湯給 」切「 換交熱とす出を水間時長らか側湯おに時

、りたっなに因原の焼燃全完不、し生発が象現露結に内器
電気部品の損傷の原因になる場合があります。

側水に全完をーバレ、は合場の栓水合混式ーバレルグンシ
にセットしてから水を出してください。

どなシッサミルア・窓・壁外の物建接直がスガ気排
置設にうよいならた当にどな品装塗のどな置物、や

する
るす意注に様同も時築改増

原るすりたれがはが装塗、りたし色変、りたれ割がスラガ
因になります。

要必に理修・検点の器機、は合場るす設増をどな塀
考にうよいなし滞停がれ流の気空、し保確を間空な

慮する
・検点の器機、といなが間空な分充に間のと器機とどな塀

修理に支障をきたす場合があります。
に良不焼燃、とるす滞停がれ流の気空の囲周の器機、たま

なるおそれがあります。
ま、店売販、はていつに間空な要必に検点・理修の器機（

たはもよりの大阪ガスに確認してください）

るす除掃にめまこは台面洗、槽浴
ンオイ銅なかずわるれま含に中水、とるいてっ残がかあ湯
変く青、てし応反がと酸肪脂るれま含にどなんけっせ、と

色することがあります。
。んせまりあはで常異、がすまりあがとこるえ見く青が水

除掃にめまこはータルィフのータプダア環循の槽浴
する
ポンプ故障の予防のため。

るす認確を火消の後用使、火点の時用使
ガス事故防止のため。

をーカーレブ用専でどな在不期長、や後電停 」切「 に
したあとは、現在時刻を確認する

が示表、しトッセリが計時 「 」 。すまりあが合場るなに

停電すると、運転が停止します

るすを置処な要必、合場いなし用使間期長
（ ）111～011P

。めたるす止防をれ漏スガの一が万びよお結凍

るす防予を損破るよに結凍 （ ）211～801P
が故事損破てし結凍が水の内管配や器機、もで域地いか暖
。いさだくてしを置処な要必、でのすまりあがとこるこ起
もで内間期証保、は理修のきとたし損破が器機りよに結凍

有料になります。

るすを雪除、検点の口気排・口気給はに時雪積
機、し焼燃全完不とるれがさふが口気排・口気給りよに雪

。すまりあがとこるなに因原の障故の器

】合場のンコモリンホータンイ【
らか部下ンコモリ所台 いなか置を物に内以mc02

に因原るれ切途が話通、ずえ拾が音てれらぎえさがクイマ
。すまりな

この機器の純正部品以外は使用しない
。すまりなに因原の故事ぬわ思

くおてしにいれきはりわまの器機
器機、とるいてしと然雑でどな箱、ずく木、草雑がりわま
、てしりたっはが巣のモクりたし入侵がリブキゴに部内の

機器の損傷や火災の原因になることがあります。

いなぎすり絞を栓湯給
りあが合場るなに温高、とう使を湯おで量の前直るす火消

ます。
やけど予防のため。

】合場のンコモリンホータンイ【
すまりあがとこるれ切途が話通、は合場いき大が音騒
場いき大が音騒のどな声き鳴のトッペ・ーワャシ・ビレテ
。すまりなに因原るれ切途が話通てっ拾を音のそ、は合

お願い
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はきとるなにい使おてめ初
。すで要必が認確と備準の次、はきとるなにい使おてめ初

6 るすを水び呼のプンポでンコモリ室浴 】ンコモリ室浴【

.1 を 」入「 、しに を 」入「 るすに

るす認確をとこるくて出が水らかータプダア環循の槽浴.2

示表にンコモリ※  「 」 をチッイス湯給、はきとた出が
んたっい 」切「 にし、もう一度手順6の ．1 し直りやりよ

 てください。

.3  を 」切「 るすに

は合場いなし用使を器機.4   を 」切「 るすに

循環アダプター

1

3

4

】合場るあがーバカ管配【
じね ）所か4（ るけ開をーバカ管配、し外を

ガス栓を全開にする

、し認確をとこる出が水てけ開を栓湯給
再度閉める

2 給水元栓を全開にする

給湯栓

、りたしが音異にめじは出の水※
 流量が安定しない場合は、

111P 」きとの用使再「 を作操の
 してください。

】合場るあがーバカ管配【
るけ付り取りおど元をーバカ管配

カ管配、は置位のじね・状形のーバカ管配※
。すまりな異てっよに類種のーバ

）すまいてし略省は管配の他（

給水元栓

ガス栓

じね ）所か4（

5

7 、らたれさ示表が面画の右にンコモリ所台
821P 」きとたし示表を面画力入号番証暗「 い従に

暗証番号を入力する

8 るせわあを計時でンコモリ所台、で順手の42P

91

きらたはとえまなの部各 （機器本体）
。すまりな異と際実どな置位の栓スガ・栓元水給、状形の管配。すで例工施はトスライ

）すまいてし載記、みの分部るあが明説に書明説扱取のこ（

給水元栓

ガス栓

フロントカバー

ーバカ管配 ）品売別（
のき抜水やれ入手お

じね、に時 ）所か4（
だくてけ開てし外を

さい。

てし略省は管配の他
います

類種のーバカ管配※
・状形、てっよに
な異は置位のじね

ります。

排気口
をスガ気排たし焼燃

出します。

い吸を気空の用焼燃
込みます。

給気口

給水配管
栓き抜水 ータルィフ（

）付 りあに管配のこは
 。すま （ ）411P

グラプ源電

トンセンコ源電

が源電の体本器機、はてっよに況状置設
合場るいてれさ給供らかトンセンコ源電

もあります。
のーカーレブ用専、合場のこ 」入「 」切「 に時

てっなこおもし差き抜のグラプ源電、は
ください。
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マイク

スピーカー

表示画面

浴室リモコン＜別売品＞
。すましせら知おで声音を容内の作操、り鳴が音作操とす押をチッイス。すでンコモリるいてい付に室浴

とるす示表をーュニメ
、やき 戻に面画プット
。にきとす

てしたを湯おにろふお
増やすときに。

   （ ）04P

メニュースイッチ

ふろ温度スイッチ

たし湯スイッチ

を湯おのろふおいるぬ
沸かすときに。

（ ）83P

てめたを湯おにろふお
沸かすときに。

 （ ）82P

ふろ自動スイッチ
プンラ･ ）赤（

出び呼を所台らか室浴
したいときに。

（ ）95P

呼出スイッチ
プンラ･ ）赤（

追いだきスイッチ
プンラ･ ）赤（

湯おのーワャシや湯給
の温度の設定に。

（ ）62P
す更変を定設、他のそ

るときに。

給湯温度スイッチ

ぬてしたを水にろふお
るくするときに。

（ ）14P

たし水スイッチ

きらたはとえまなの部各 （リモコン）1-

。に切･入の転運

給湯スイッチ
プンラ･ ）緑（

が度温湯給もてし押をチッイス度温湯給
し押をチッイスのこ、合場いなきで更変

てください。        （ ）72P

優先スイッチ
プンラ･ ）赤（

ふろ温度の設定に。
 （ ）23P

（ ）ジーペ次

ふたを開けた状態

の付能機ンホータンイ
でクイマはここ、合場

。す ていあに面側左（
いる穴もマイクです）

す戻に前つとひを面画
ときに。

もどるスイッチ

す定決を容内たし定設
るときに。

決定スイッチ

通話スイッチ
プンラ･  ）赤（

の付能機ンホータンイ
ス話通はここ、合場

。すでチッイ
とす話でンホータンイ

   。にき （ ）06P

チッイスーマイタ浴入
時間を計るときに。

（ ）63P
確を報情るす関に電発

認するときに。
   （ ）58～77P

発電ナビスイッチ

12

凍結予防表示

暖房中表示

床暖房表示

 ●  面画示表 ●

。すで用明説は面画示表の記下
すましを示表るな異、てっよに器機ンョシプオ・器熱放房暖のい使お・態状の転運、は際実 。

。いさだく覧ごを書明説扱取のれぞれそ、は合場のい使おをンコモリ品売別の他のそ＊

すまし示表にきとるいてしを房暖床 。
てっよに数の房暖床 、  や  示表を

。すまし          （ ）25P

示表にきとるいてしを房暖室浴・房暖
。すまし         （ ）94,44P

給湯温度表示
）℃04：例（

ふろ温度表示
）℃04：例（

いてし動作がプンポめたの防予結凍
るときに表示します。

ふろ湯量目盛
）6：例（

高温表示
に℃06を度温の湯お
し示表にきとたし定設

   。すま （ ）62P

給湯表示
は常通 」湯給「 し示表を

ます。

お湯はりナビ表示
知おを況状のりは湯お

。すましせら （ ）92P

クーマ炎 ）赤（
お、やーワャシ・湯給
保・きだい追・りは湯
燃、どな房暖はたま温

焼中に点灯します。
発電表示

まし示表を態状の電発
。す

貯湯量表示
）L07約=2盛目：例（
。すでL53約は盛目1

すまりわ変りよに度温湯給※ 。（ ）421P
時計表示

）分51時01前午：例（
チッイス湯給 」切「 。んせましを示表計時は時
チッイス湯給※ 」切「 るすを示表計時もで時

よう設定を変更できます。   （ ）99P

故障表示
すましを示表障故、きとたじ生が合具不 。

（ ）521P

 ● トップ画面とは？ ●

」入「 にしたときに表示する画面のことをいいます。

給湯温度・時計・ふろ温度などを表示します。
）例面画プット（
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暖床・房暖室浴・房暖
るすを定設の音静・房

ときに。

暖房スイッチ

スピーカー

用使のどな湯お・スガ
にきとるす認確を況状 。

（ ）96～46P

エネルックスイッチ

。すましせら知おで声音を容内の作操、り鳴が音作操とす押をチッイス。すでンコモリるいてい付にどな所台
はで書明説扱取のこ※ 。すまいてし明説で型563N-831

ンコモリ所台 （ ，型563N-831 ，型663N ，型763N 型863N ） ＞品売別＜

てめたを湯おにろふお
沸かすときに。

 （ ）82P

を湯おのろふおいるぬ
沸かすときに。

  （ ）83P

ふろ自動スイッチ
プンラ･ ）赤（

追いだきスイッチ
プンラ･ ）赤（

給湯スイッチ
プンラ･ ）緑（
。に切･入の転運

表示画面
（ 次ページ）

きらたはとえまなの部各 （リモコン）2-

発電ナビスイッチ

メニュースイッチ
とるす示表をーュニメ
戻に面画プット、やき

。にきとす

給湯温度スイッチ

リモコン型番
ふたの表面に記載しています。

もどるスイッチ
す戻に前つとひを面画

ときに。

763N-831 ，型 863N
話通はここ、合場の型

スイッチです。
とす話でンホータンイ

   。にき （ ）06P
すをータニモのろふお

  。にきとる （ ）26P

通話スイッチ湯おのーワャシや湯給
の温度の設定に。

（ ）62P
す更変を定設、他のそ

るときに。

確を報情るす関に電発
。にきとるす認

（ ）58～77P

発電スイッチ
すを定設るす関に電発

るときに。
  （ ）79～68,77P

発電ランプ
。すまし灯点に中電発

（ ）77P
よ量電発が量用使気電
点でかいな少かい多り
すまりな異が態状の灯 。

決定スイッチ
す定決を容内たし定設

るときに。

ふたを開けた状態

マイク
。すでクイマが穴の部下

，型763N-831（ ）合場の型863N

32

暖房中表示

 ●  面画示表 ●

下記の表示画面は説明用です。
すましを示表るな異、てっよに器機ンョシプオ・器熱放房暖のい使お・態状の転運、は際実 。

給湯温度表示
）℃04：例（

。いさだく覧ごを書明説扱取のれぞれそ、は合場のい使おをンコモリ品売別の他のそ＊

時計表示
）分51時01前午：例（

チッイス湯給 」切「 。んせましを示表計時は時
チッイス湯給※ 」切「 るすを示表計時もで時

よう設定を変更できます。   （ ）99P
故障表示

すましを示表障故、きとたじ生が合具不 。
（ ）521P

給湯表示
は常通 」湯給「 し示表を

ます。
高温表示

に℃06を度温の湯お
し示表にきとたし定設

   。すま （ ）62P

すまし示表にきとるいてしを房暖床 。
てっよに数の房暖床 、  や  を

。すまし示表       （ ）25P

きとるいてしを房暖室浴・房暖
 。すまし示表に  （ ）94,44P

凍結予防表示
し動作がプンポめたの防予結凍

ているときに表示します。

床暖房表示炎マーク
だい追・りは湯お、やーワャシ・湯給
の機源熱助補、どな房暖はたま温保・き

燃焼中に点灯します。
発電表示
発電の状態を表示します。

貯湯量表示
）L07約=2盛目：例（
。すでL53約は盛目1

すまりわ変りよに度温湯給※ 。（ ）421P

」切「 予の量用使のどな湯おやスガの月今、とるすに

。すまし灯消てし示表間秒3約を測
すまし示表をつ１かれずい、で順の気電→費熱光→湯お→スガ 。

※ 」月今「 。んせまいてし応対はにーダンレカは （ ）66～46P

」入「 をとこの面画るす示表にきとたしに

いいます。給湯温度・時計などを表示します。

）例面画プット（

）例示表（

で07P、は額金
す定設を金料価単
すまし示表とる

使用電力表示
力電るいてし用使在現

を表示します。

暖房予約表示

ふろ予約表示
とるいてしを約予ろふ

。すまし示表にき
 （ ）34P

予房暖室浴・約予房暖
てしを約予房暖床・約
すまし示表にきとるい 。

（ ）55,05,74P
発電予約表示

とるいてしを約予電発
。すまし示表にき

（ ）19P
優先表示

いてし灯点が示表のこ
度温の湯お、はきとる

が調節できます。
（ ）72,62P

 ● ？はと面画プット  ●  ● 「切」にすると ●



お知らせ操作後の画面操作
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るせわあを計時でンコモリ所台

をーカーレブ用専はたま後電停、がすまいてし載搭を能機プッアクッバの計時、はに器機のこ＊ 」切「 に
とるせさ示表を計時てし電通再、とあたし 「 」 だくてし直せわあを計時、は合場るいてっわ変に

さい。
チッイス湯給、常通＊ 」切「 チッイス湯給、がすまえ消も示表計時とるすに 」切「 るすを示表計時もてしに

。すまきで更変を定設、うよ （ ）99P

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

設定できます。

にとごす押度一＊ 押長、つず分1
。すまりわ変つず分01とるすし

＊ まのそ秒02約にずさ押を 

まにしても設定完了し、

」入「 。すまり戻に面画プットは時

1  の中のたふ す押を 

3

）分51時01前午：例（

。んせまきではせわあ計時はでンコモリ室浴
】ンコモリ所台【

ふたを開けた状態

2 q  で 「その他設定」を
選択する

w  す押を 

す押を 

4

q

w

q  るせわあを計時で 

w  す押を 

】了完せわあ計時【

q

w

順手 2のw すまり戻に面画の

必ず時計あわせをしてください
でん選を帯間時な適最てっよに能機習学、は器機のこ
必にめ初、めたるす転運をトッニユ電発ンジンエスガ

ず時計あわせをおこなってください。

。すまし示表を刻時定設の在現＊

お知らせ操作後の画面操作

52

警告
リ、は時用使の湯おどなーワャシ

めか確くよを度温の示表にンコモ 、
るす用使らかてし認確を温湯で手

お湯を出す

＊ ランプ点灯。

。すまし示表を度温湯給の在現＊

】ンコモリ室浴【】ンコモリ所台【

はきとるす用使てめたらあ、とあたっ使で温高の℃06
特に注意してください。
やけど予防のため。

温低、たま。めたの防予どけやのきとたれさ更変に温高
チッイス湯給りたれさ更変に 」切「 に水冷、とるれさに

。すまりなに因原く驚が者用使てっな

1 を 」入「 るすに

2

給湯栓を閉める
るめ止をーワャシはたま

給湯栓を開ける
す出をーワャシはたま

きといため止を湯お ●

警告
温外以者用使、は時用使ーワャシ

チッイス湯給、いなえ変を度 」切「
のンコモリ、いなしに 「優先」 切を

いなえ替り

）℃04：例（

★台所リモコンで説明します★

なきといなが湯おにクンタ湯貯＊
炎とるす焼燃が機源熱助補、ど

マークが点灯します。

（補助熱源機燃焼時の表示例）

）例示表の後焼燃機源熱助補（



お知らせ操作後の画面操作

62

るす節調を度温の湯お

＊ ランプ点灯。

。すまし示表を度温湯給の在現＊1 を 」入「 るすに

」入「 になっている場合は
 をとこるいてし灯点が
るす認確

はきといないてし灯点（ ）72P

2 ＊ （浴室リモコンの場合は

 ）プンラ いないてし灯点が

場合に を押すと、「ピピピ」

こいなきでが節調度温てっ鳴と
とをお知らせします。

量湯貯、とるす更変を度温湯給＊
がすまりあが合場るわ変が示表 、

んせまりあはで常異 。（ ）421P

★すまし明説でンコモリ所台★

の中のたふ   で

調節する

）℃04：例（

）℃24：例（

】ンコモリ室浴【】ンコモリ所台【

警告 チッイス湯給、いなえ変を度温外以者用使、は時用使ーワャシ 」切「 のンコモリ、いなしに 優「
」先 いなえ替り切を

チッイス湯給りたれさ更変に温低、たま。めたの防予どけやのきとたれさ更変に温高 」切「 てっなに水冷、とるれさに
。すまりなに因原く驚が者用使

ふたを
開けた
状態

。すまりな異はと度温の際実、りよに件条のどなさ長の管配や節季、でのすで度温の安目＊
度温湯給い低＊ ）どない洗器食・めるぬ（ 。すまりあがとこいならなに度温のそとい高が温水、合場たし定設に

てし意注に特はきとるす用使てめたらあ、とあたっ使で温高。いさだくてし用使らかてめか確くよを度温の示表＊
ください。

＞例示表の時定設℃06＜

 ● 安目の度温の湯お  ●

＊ ランプ点灯。

【浴室リモコンで操作した場合】

灯点→滅点間秒01約

限上の度温湯給 ）度温高最（ すまきで更変を 301P

お知らせ操作後の画面操作

72

＞替切先優＜はきといなきで節調を度温の湯お

給たいてし憶記でンコモリ所台＊
湯温度を表示します。

く意注ご、めたるす止停が転運＊
ださい。

は合場いなくたせさ止停を転運 、

 のンコモリ室浴 替り切で
えてください。

」先優「 はと
。すま出が湯おの度温じ同、はにろことるいてし給供を湯おらか器機、どなーワャシ、所面洗、所台

人るいてっ使、りわ変が度温の湯おるいて出、とうましてえ変を度温湯給が人の他にきとるいてっ使を湯お、めたのそ
。すまりなに因原く驚てっなくた冷に急、りたしをどけやが

にうよいなれらえ変が度温湯給かしでンコモリのつ一は合場るあ数複がンコモリ、にめたぐ防をどな故事なうよのこ
なっています。

をとこるきで節調を度温湯給 」先優「 、はにンコモリるきで節調を度温湯給、び呼と  はたま  。すまし灯点が

■ を 」入「 。すまりなに先優がンコモリたしに

のンコモリ室浴■  。すまきでがとこるえ替り切を先優のンコモリ、で

を押す

んたっいを 」切「 、しに

度再 」入「 てしに
 るせさ灯点を

きといなきでが節調度温でンコモリ室浴 ●

きといなきでが節調度温でンコモリ所台 ●

】ンコモリ所台【】ンコモリ室浴【

＊ ランプ点灯。
給たいてし憶記でンコモリ室浴＊

湯温度を表示します。

 度再＊ モリ所台、とす押を

りわ替り切が先優にンコ
ランプが消灯します。

警告 チッイス湯給、いなえ変を度温外以者用使、は時用使ーワャシ 」切「 のンコモリ、いなしに 優「
」先 いなえ替り切を

チッイス湯給りたれさ更変に温低、たま。めたの防予どけやのきとたれさ更変に温高 」切「 てっなに水冷、とるれさに
使用者が驚く原因になります。

）例面画プット（

）例面画プット（
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おふろにお湯をためて沸かす＜ふろ自動＞ 1-

＊ ランプ点灯。

＊ふろ温度調節（ ）23P
＊ふろ湯量調節（ ）33P

1 を 」入「 るすに

2

音、とくづ近に態状るきで浴入＊
声でお知らせします。

★すまし明説でンコモリ室浴★

を 」入「 るすに

】始開動自ろふ【

準
備

】りが上き沸【 ＊ ランプ点灯。

。すましせら知おでィデロメ＊

】ンコモリ所台【】ンコモリ室浴【

）例面画プット（

認確 度温ろふ認確 量湯ろふ

＊ を 」入「 う違にきとたしに

画面が出たら（ ）03P

＊ 。滅点後秒01約→灯点プンラ

ーマ炎とるす焼燃が機源熱助補＊
ク点灯。

間るいて出が示表のこ＊ 秒01約（
）間 に 」切/入  房暖室浴「 はたま

」浴身半「 、とるす定決→択選を
それぞれの設定ができます。
（ 」切/入   房暖室浴「 暖室浴、は

し示表みの合場るあが定設の房
ます）

）くづつ（

の面画中りは湯お 」量湯「 と 」温湯「 が
示表に互交 ）間秒01約（

    ↓

すまし示表をビナりは湯お
（ ）92P

お知らせ操作後の画面操作
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きといためやを動自ろふ ●
きといなが要必の湯した動自・温保動自、後りが上き沸 ●

を 」切「 るすに ＊ ランプ消灯。
。すまり戻に面画プット＊

）きづつ（

警告 るす浴入らかてし認確で手を温湯の槽浴

やけど予防のため。

）例示表のンコモリ所台（

 ● ＞ビナりは湯お＜すましせら知おでンコモリを況状のりは湯お  ●

りは湯お＊ ）し直しか沸（ 。すまし示表で波、を況状行進の

。んせまりあはでのもす表を位水の際実※
りあがとこるが上が示表波に急はてっよに量の湯り残、時し直しか沸※

ますが、異常ではありません。

いてっが上が示表波に第次、れつにる入が湯お
きます。 ）すで例はトスライ（

記下、とくづ近に態状るきで浴入＊
のような表示をします。

設定したふろ温度
度温ろふの在現 （目安）

状況をお知らせします。

）くづつ（

】湯した動自・温保動自【

中焼燃の湯した動自・温保動自＊
は炎マーク点灯。

を間時の湯した動自・温保動自＊
りたし更変 （ ）001P た動自、

りたしにうよいなしを湯し
（ ）101P できます。



03

＞動自ろふ＜すか沸てめたを湯おにろふお 2-

。すまし断中を動自ろふ、とう使を湯おでーワャシや所台に中滅点プンラ動自ろふ＊
お湯を使い終わると再開します。

湯おの槽浴＊ ）水（ 、は合場るす水排を  が 」切「 。いさだくてし認確をとこるいてっなに

意注のきとるす用使を剤浴入＊ （ ）61P

）きづつ（

。すましりたっま止りた出が湯おらかータプダア環循の槽浴はくらばし、とるめ始を動自ろふ＊
残り湯の量を確認しているためで、故障ではありません。

故障ではありません

・りた出が湯お ・ ・りたっま止・ ・・

も度何、にちういならが上き沸＊  の 」切「 」入「 。すまりあがとこるれふあが湯お、とすえかりくを

。すまりあが合場る出が水にめ初のりは湯お、はきとるいてし定設く低を度温ろふ、やきとい高が温水＊

。すまし示表に合場いな少が湯おのクンタ湯貯、で中転運のトッニユ電発ンジンエスガ
（「今すぐ発電」 ／中 「発電予約」 ）んせまりなに示表のこ、は合場の中

。すまきでがとこぶ選を法方のかれずいの下以

 を 」入「 らた出が面画のこにきとたしに

すぐに沸かしたいとき つ待秒01約
 自動的に補助熱源機でふろ自動を開始します。

湯おにクンタ湯貯 約（
）℃37 が のるれらえ貯

、てっ待を
をろふおで湯おな得お

沸かしたいとき

 で  てし択選を す押を 

 沸きあがり予定時刻をお知らせします。

きとるす止中を動自ろふ  で  てし択選を す押を 

。すまし除解を約予ろふ、は合場るいてしを約予ろふ＊
。すまし始開を動自ろふ、ばれなに刻時始開＊  でまるす始開を動自ろふ（

ランプは点灯しています）
 ＊ふろ自動中の波表示はしません。

13

＞動自ろふ＜す直しか沸を湯り残

。すまりなにりおど量定設、は量湯りが上き沸

不足分たします

残り湯 設定量｝

まりなく遅が刻時りが上き沸、もりよるすりは湯おらかめ初で動自ろふ、は合場す直しか沸を湯り残＊
。す ）すまりな異てっよに温湯の湯り残（

合場す直しか沸を湯り残、がすまりなくな少は量費消スガ、がうほたしりは湯おらかめ初で動自ろふ
。んせまりあは差なき大どほれそてべ比と

を押すだけで沸かし直しできます。（ ）03～82P
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＊ ランプ点灯。1 を 」入「 るすに

。すまし憶記は度温たし更変＊

】ンコモリ室浴【

の中のたふ   で

るす節調に度温のみ好お

るす節調を度温ろふのりが上き沸

設定するふろ温度は目安です。
度温定設と度温りが上き沸の際実
件条のどなさ長の管配や節季、は

により異なります。

 ● ふろ温度の目安 ●

）℃24：例（

限上の度温ろふ ）度温高最（ すまきで定設を 501P

2

ふたを開けた状態

浴室リモコンで設定します。

）例面画プット（

お知らせ操作後の画面操作

33

 84 mc
 64 mc
 44 mc
 24 mc
 04 mc
 83 mc
 63 mc
 43 mc
 23 mc
 03 mc
 82 mc1

＝初期設定 ）時荷出場工（

るす節調を量湯ろふのりが上き沸

1 を 」入「 るすに ＊ ランプ点灯。

】ンコモリ室浴【

ふたを開けた状態

浴室リモコンで設定します。

）例面画プット（

3 」量湯ろふ「 るいてれさ択選が

、てし認確をとこ す押を 
ばれけないてれさ択選＊  選で 

択してください。
。すまし示表を量湯の在現＊

4 ＊変更した湯量は記憶します。
＊トップ画面に戻ります。

＊ まのそ秒02約にずさ押を 

プット、し了完定設もてしにま
画面に戻ります。

q の中のたふ   す押を

w  す押を 

2

）6：例（

q

w

q  に量湯のみ好おで 
調節する

w  す押を 

】了完定設量湯ろふ【

q

w
）9：例（

 ●  安目の量湯ろふ ●
ベンチバスタイプの浴槽の場合は、 がとこるなく高が位水の際実

いさだくてし定設にめな少、でのすまりあ 。

＊ ？ぜなはのいならが上き沸にりおど量湯ろふたし定設
（ ）811P
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43

】ンコモリ室浴【

すか沸てめたを湯おにろふおでドーモ浴身半

ふたを
開けた
状態

1 を 」入「 るすに ＊ ランプ点灯。

）例面画プット（

3 q   で 」浴身半「 るす択選を

w  す押を 

、はき動の後りが上き沸や中しか沸
動自ろふ （ ）03～82P すでじ同と

（ 例示表のンコモリ室浴の時温保動自 ）

★すまし明説でンコモリ室浴★

q の中のたふ   す押を

w  す押を 

2 q

w

】ンコモリ所台【

q

w

4 す押を 

】始開動自ろふのでドーモ浴身半【

＊ 。滅点後秒01約→灯点プンラ

＊燃焼中は炎マーク点灯。

の面画定設浴身半 」中定設「 と 」浴身半「 が
示表に互交 ）間秒01約（

    ↓
間るいて出が示表のこ＊ 秒01約（

）間 に 」切/入  浴身半「 るす定決で
すまし除解はドーモ浴身半、と
すまけ続は動自ろふの常通、が 。

（ 」切「 すまきで了終とるすに ）

53

お知らせ操作後の画面操作

1 うなこおを3～1順手の43P

3

を 」切「 るすに
＊ ランプ消灯。

＊トップ画面に戻ります。

きといためやを動自ろふのでドーモ浴身半 ●

きといたし更変を度温ろふのでドーモ浴身半 ●

自ろふ、は囲範定設の度温ろふ＊
動と同じです。
（ 」動自ろふ「 と 」浴身半「 ぞれその
れで記憶します）

。すまり戻に面画プット＊

＊ まのそ秒02約にずさ押を 

プット、し了完定設もてしにま
画面に戻ります。

2 q

w

q  で 」度温ろふ「 を
選択する

w  す押を 

）℃83：例（

q  に度温のみ好おで 
調節する

w  す押を 

】了完定設度温ろふ【

）℃73：例（

q

w

1 うなこおを3～1順手の43P

3

きといたし更変を量湯ろふのでドーモ浴身半 ●

自ろふ、は囲範定設の量湯ろふ＊
動と同じです。
（ 」動自ろふ「 と 」浴身半「 ぞれその
れで記憶します）

。すまり戻に面画プット＊

＊ まのそ秒02約にずさ押を 

プット、し了完定設もてしにま
画面に戻ります。

2 q

w

q  で 」量湯ろふ「 を
選択する

w  す押を 

）2：例（

q  に量湯のみ好おで 
調節する

w  す押を 

】了完定設量湯ろふ【

）3：例（

q

w
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63

＊ ランプ点灯。1 を 」入「 るすに

まし示表を間時ーマイタの回前＊
す。

】ンコモリ室浴【

の中のたふ   す押を

う使をーマイタ浴入のンコモリ室浴

2

ふたを開けた状態

時間を計ることができます。
）いさだく用活ごにどな浴身半（

）例面画プット（

にとごす押度一＊ 押長、つず分1
しすると早送りできます。

。すまきで定設で間時1～分1＊
約らかてし定設間時＊ に間の秒02

 ーマイタ、ばれけなさ押を

すまり戻に面画プット、し除解を 。

）分5：例（

3

】了終ーマイタ【 ＊ 」ッピピ ッピピ ッピピ「 てっ鳴と
お知らせします。
＊トップ画面に戻ります。

q  に間時のみ好おで 
設定する

w  す押を 

】始開ーマイタ【

q

w

すまきいてっ減つず分1
すまきいてっ減つず秒1とるきを分1

お知らせ操作後の画面操作

73

きといたし除解をーマイタ、後始開ーマイタ ●

＊トップ画面に戻ります。

きといたし更変を間時ーマイタ、後始開ーマイタ ●

ウカ、は中更変の間時ーマイタ＊
ントを一時停止します。

、とつた秒02約にずせ作操 イタ
戻に面画プット、し除解をーマ

ります。
】合場たし更変を間時ーマイタ【
ーマイタ、らか間時たし更変 

 を再開します。
【 合場たっかなし更変を間時ーマイタ 】

、らか間時り残たし止停時一 
。すまし開再をーマイタ 

うなこおを3～2順手

 す押度2を



83

＞きだい追＜すか沸を湯おのろふおいるぬ

1 を 」入「 るすに

2

＊ ランプ点灯。

を 」入「 るすに

】始開きだい追【

きといためやで中途をきだい追 ●

を 」切「 るすに ＊ ランプ消灯。
＊トップ画面に戻ります。

】了完きだい追【 ＊ ランプ消灯。

＊ 】合場たしきだい追でンコモリ所台【
 メロディでお知らせします。

】ンコモリ室浴【

★浴室リモコンで説明します★

】ンコモリ所台【

＊ ランプ点灯。

＊燃焼中は炎マーク点灯。

）例面画プット（

準
備

浴槽の循環アダプター上部
湯お上以mc5りよ ）水（ が

入っているか確認する

循環アダプター

5

お知らせ操作後の画面操作

追いだきする （自動保温はしません）

＊ 】合場たしきだい追でンコモリ所台【
音、とくづ近に態状るきで浴入 

声でお知らせします。

（台所リモコンの表示例）

現在のふろ
温度（目安）

設定した
ふろ温度

ふたを
開けた
状態

93

＊ 】合場たしきだい追でンコモリ室浴【 てし達に度温定設時のそ、しか沸でま℃1約＋度温の湯おの槽浴
。すましか沸でま度温定設、はに合場たっかない ）でま℃05約高最（

 】合場たしきだい追でンコモリ所台【 。すましきだい追でま度温ろふたし定設
。んせまきでがとこるすをきだい追、は中滅点プンラ動自ろふ＊

）示表間秒01約（

】温保動自・了完きだい追【 ＊ ランプが消灯し、

ランプが点灯します。
＊メロディでお知らせします。

追いだき後、自動保温をする （自動たし湯はしません）

を 」入「 てしに

に間るいて出が示表の右

 の中のたふ す押を 

】始開きだい追【
※ すでじ同と83Pはき動のきだい追

2

お知らせ操作後の画面操作

を 」切「 るすに ＊ ランプ消灯。
＊トップ画面に戻ります。

きといなが要必の温保動自、後了完きだい追 ●

きといためやで中途をきだい追 ●

を 」切「 るすに ＊ ランプ消灯。
。すまり戻に面画プット＊

1 を 」入「 るすに ＊ ランプ点灯。

）例面画プット（

準
備

部上ータプダア環循の槽浴
湯お上以mc5りよ ）水（ が

るす認確かるいてっ入

循環アダプター

5

音、とくづ近に態状るきで浴入＊
声でお知らせします。

＊ 灯点クーマ炎は中焼燃の温保動自 。
と動自ろふ、は間時の温保動自＊

同じです。
＊自動たし湯はしません。

（台所リモコンの表示例）



お知らせ操作後の画面操作

04

＞湯した＜すや増てしたを湯おにろふお

。すまし開再とるわ終い使を湯お。すまし断中を湯した、とう使を湯おでーワャシや所台に中湯した＊
。んせまきでがとこるすを湯した、は中滅点プンラ動自ろふ＊

＊ ランプ点灯。1 を 」入「 るすに

2 約を湯おの度温ろふたし定設＊
。すまし湯したL02

＊燃焼中は炎マーク点灯。
の中のたふ   てし押を

」入「 るすに
】始開湯した【

】ンコモリ室浴【

きといためやで中途を湯した ●

てし押を 」切「 るすに

ふたを開けた状態

浴室リモコンで操作します。

）例面画プット（

＊トップ画面に戻ります。

）示表間秒01約（

L001,08,06,04,02,01＊ 設の
定ができます。
＊トップ画面に戻ります。

＊ のそ間秒01約にずさ押を 
、し了完を定設もてしにまま

トップ画面に戻ります。
。んせまし憶記は量たし更変＊

q この画面が出ている間に

でお好みの量に
設定する

w す押を 

）L04：例（

きといたえ変を量の湯した ●

お知らせ操作後の画面操作

14

＞水した＜るすくるぬてしたを水にろふお

＊ ランプ点灯。1 を 」入「 るすに

2 の中のたふ   てし押を
」入「 るすに

】始開水した【

】ンコモリ室浴【

きといためやで中途を水した ●

てし押を 」切「 るすに

ふたを開けた状態

浴室リモコンで操作します。

）例面画プット（

。すまり戻に面画プット＊

）示表間秒01約（

。すまし開再とるわ終い使を湯お。すまし断中を水した、とう使を湯おでーワャシや所台に中水した＊
。んせまきでがとこるすを水した、は中滅点プンラ動自ろふ＊

L06,05,04,03,02,01＊ 定設の
ができます。

。すまり戻に面画プット＊

＊ のそ間秒01約にずさ押を 
、し了完を定設もてしにまま

トップ画面に戻ります。
＊変更した量は記憶しません。

）L02：例（

きといたえ変を量の水した ●

q に間るいて出が面画のこ

でお好みの量に
設定する

w す押を 



お知らせ操作後の画面操作

24

ふ＜るす定設うよるが上き沸に刻時のみ好お

1 の中のたふ   す押を

】ンコモリ所台【

準
備

ふたを開けた状態

刻時約予＊ ）刻時りが上き沸（ ふに前分06～分03約の
、めたるす始開を動自ろ てし約予はにでま前分06

ください。
＊台所リモコンで設定します。

3 」約予ろふ「 いてれさ択選が
ることを確認して、

す押を 

ばれけないてれさ択選＊  選で 
択してください。

を刻時りが上き沸たし定設回前＊
表示します。

にとごす押度一＊ 押長、つず分01
すまりわ変つず間時1とるすし 。
ままのそばれけよで定設の回前＊

順手 5 。いさだくてしを作操の）分03時7後午：例（

4 を刻時りが上き沸で 

設定する

2 」ーュニメろふ「 れさ択選が
ていることを確認して、

す押を 

ばれけないてれさ択選＊  選で 
択してください。

）くづつ（

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

設定できます。

34

お知らせ操作後の画面操作

ろ予約＞

湯り残のどな日前＊ ）水（ 時りが上き沸、はきとたっ使を湯おでとあたっま始が動自ろふ、やきとるあが
。すまりあが合場るなく遅が刻

】始開動自ろふ【
沸がろふおに刻時たし約予

約、にうよるが上き ～分03
すまし始開に前分06

＊ ランプ点滅。

ナりは湯お、は合場の約予ろふ＊
ビは表示しません。

るきで浴入、は合場の約予ろふ＊
知おので声音もていづ近に態状

らせはしません。

きといためやを約予ろふ ●

】湯した動自・温保動自【

】りが上き沸【 ＊ ランプ点灯。

。すましせら知おでィデロメ＊

q うなこおを2～1順手

w   で 」除解約予「 、び選を

 す押を 

q

w

、り戻にーュニメろふ＊
」入「 に面画プット後秒01約は時

戻ります。

設定したふろ温度

す押を 

】了完約予ろふ【
5

のーュニメろふ 」中約予「 と「ふろ予約」が
示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

＊  を押さなければ予約はさ

。んせまれ てくなし了完を約予（
いてし憶記は刻時たし定設、も

ます）
は合場いないてしをせわあ計時＊ 、
まりなに示表面画のせわあ計時

す。（ ）42P

中焼燃の湯した動自・温保動自 灯点 

）きづつ（
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暖房する

1 暖房する部屋の
をチッイス転運の器熱放房暖

」入「 るすに

2 つにどな法方節調の器熱放房暖＊
説扱取の側器熱放房暖、はてい

明書に従ってください。

＊ の 「入」「切」に関係なく、

暖房できます。
＊ るいてれさ設併がーターヒルネパ

ブルバのーターヒルネパ、は合場
すまし房暖に時同とくおてけ開を 。

るす節調をどな度温の器熱放房暖
）みの器熱放房暖るあの能機節調（

きといためやを房暖 ●

をチッイス転運の器熱放房暖
」切「 るすに

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

お知らせ操作後の画面操作

？かすまりあがチッイス転運に器熱放房暖

チッイス転運の器熱放房暖 」入「 ？かすまきでが転運房暖、とるすに

ータクベンコンァフ機燥乾房暖室浴
ルームヒーター

床暖房

ある ない
パネルヒーター

右ページの手順で暖房してください

できる
下記の手順で暖房してください

（台所リモコンの操作はありません）

できない
右ページの手順で暖房してください

54

】ンコモリ所台【

1  の中のたふ す押を 

3 つにどな法方節調の器熱放房暖＊
説扱取の側器熱放房暖、はてい

明書に従ってください。

＊ の 「入」「切」に関係なく、

暖房できます。

＊ らか 」ーュニメ房暖「 ん選を

順手、もで 1 すまりなに示表の 。
てっよに況状置設の器熱放房暖＊

表示は異なります。

をチッイス転運の器熱放房暖.1 」入「 るすに
るけ開をブルバのーターヒルネパはたま

.2 るす節調をどな度温の器熱放房暖 ）みの器熱放房暖るあの能機節調（

きといためやを房暖 ●

るすを2～1順手

）例示表（

ふたを開けた状態

お知らせ操作後の画面操作

2 いてれさ設併がーターヒルネパ＊
バのーターヒルネパ、は合場る
房暖に時同とくおてけ開をブル

。すまし
）例示表（

台所リモコンで設定します。

q  で 」切/入 房暖「 を
選択する

w  す押を 

q

w

のーュニメ房暖 「暖房」と 」中転運「 が
示表に互交 ）間秒01約（

暖房メニューに戻ります

＊ 」入「 ット後秒01約、は時
すまり戻に面画プ 。

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時



お知らせ操作後の画面操作

64

暖＜るす定設うよるす房暖に帯間時のみ好お
】ンコモリ所台【

準
備

るす認確かうどかいし正が刻時の在現.1 るせわあを計時（ ）42P
がチッイス転運の器熱放房暖.2 」入「 ルネパはたま、かるいてっなに

るす認確かうどかるいてい開がブルバのーターヒ
るす節調をどな度温の器熱放房暖.3 ）みの器熱放房暖るあの能機節調（

つにどな法方節調の器熱放房暖＊
説扱取の側器熱放房暖、はてい

明書に従ってください。

ふたを
開けた状態

朝→始開動自に時6朝 すまし明説で例るす止停動自に時8

1  の中のたふ す押を ＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

暖房予約できます。

＊ らか 」ーュニメ房暖「 ん選を
順手、もで 1 すまりなに示表の 。

てっよに況状置設の器熱放房暖＊
表示は異なります。

）例示表（

2

3

＊前回の設定を表示します。

わ変つず間時1にとごす押度一＊
ります。

るす加追を帯間時に定設の回前＊
こともできます。

【前回の設定のまま予約する場合】

 」入「  にずせ定設刻時 し押を 
 順手 5 。るすを作操の
【前回の設定を取り消す場合】

q 」入「  にずせ定設刻時 。す押を 
w 74P し直りやてべすを定設「
たいとき」の操作をする。

q  で 」約予房暖「 を
選択する

w  す押を 

q

w

q  で 」00:6MA「 に
設定する

w  す押を 

【 」入「 】了完定設刻時

q

w

）例示表（

チッイス転運の器熱放房暖＊ 」入「 きおてしに はたま（
）きおてい開をブルバのーターヒルネパ 約予房暖、

チッイス湯給、ばけおてし定設を 」入「 」切「 な係関に
く自動的に暖房します。

。すまきで定設を帯間時の数複＊
＊台所リモコンで設定します。

房暖で法方のこ、は合場るきでが房暖で順手の54P
予約ができます

74

お知らせ操作後の画面操作

房予約＞

5 す押を 

】了完約予房暖【

4

＊  れさは約予ばれけなさ押を

ません。
は合場いないてしをせわあ計時＊ 、
まりなに示表面画のせわあ計時

す。（ ）42P
同日毎、ばれけなしを除解約予＊
。すまし房暖に的動自に間時じ

q  で 」00:8MA「 に
設定する

w  す押を 

【 」切「 】了完定設刻時

q

w

のーュニメ房暖 」約予房暖「 と 」中約予「 が
示表に互交 ）間秒01約（

きといためやを約予房暖 ●

q うなこおを2～1順手

w   で 」除解約予「 るす択選を

e  す押を 

＊ 」入「 ット後秒01約、は時

。すまり戻に面画プ
房暖＊ 」入「 房暖らかてっなに刻時

、とるす除解を約予 順手の54P
すまけ続を房暖でまるす止停で 。

w

e

q  で 」加追「 択選を
する

w  す押を 

e るす定設で作操の4～3順手

＊複数の時間帯を設定できます。q

w

q  で 」し直りや「 を
選択する

w  す押を 

）すまえ消てべすが容内定設（
e るす定設で作操の4～3順手

q

w

暖房メニューに戻ります

＞きといたし加追を帯間時の他てけ続＜

＞きといたし直りやてべすを定設＜

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

（複数設定例）

00:8～00:6MA 00:01～00:6MP

はとこす消り取を部一の帯間時＊
。んせまきで 」し直りや「 め初で

。いさだくてし直し定設らか
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＞音静＜はきとるなに気が音の時房暖
】ンコモリ所台【

ふたを開けた状態

静、がすまりなと転運力能大最は時始開房暖、常通＊
下を音転運、せさ下低を力能房暖でとこるす定設音

げることができます。
とこいくにりまたたあ、はきといし厳がみ込え冷※

があります。
＊台所リモコンで設定します。

1  の中のたふ す押を ＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

設定できます。

＊ らか 」ーュニメ房暖「 ん選を
順手、もで 1 すまりなに示表の 。

てっよに況状置設の器熱放房暖＊
表示は異なります。

）例示表（

2
）例示表（

きといためやを定設音静 ●

うなこおを2～1順手 ＊ 」入「 ット後秒01約、は時
すまり戻に面画プ 。

q  で 」切/入 音静「 を
選択する

w  す押を 

】了完定設音静【

q

w

のーュニメ房暖 」中定設「 と 」音静「 が
示表に互交 ）間秒01約（

」入「 すまり戻に面画プットは時

暖房メニューに戻ります

お知らせ操作後の画面操作
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浴室暖房をする
】ンコモリ所台【

1  の中のたふ す押を 
は合場のンコモリ室浴（

 らか 」ーュニメ房暖「 ぶ選を ）

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

浴室暖房ができます。

＊ らか 」ーュニメ房暖「 ん選を
順手、もで 1 すまりなに示表の 。

てっよに況状置設の器熱放房暖＊
表示は異なります。

きといためやを房暖室浴 ●

うなこおを2～1順手

）例示表（

ふたを
開けた
状態

2 」切/入 房暖室浴「 れさ択選が
、てし認確をとこるいて

す押を 

】始開房暖室浴【

つに法方節調の機燥乾房暖室浴＊
取の側機燥乾房暖室浴、はてい

扱説明書に従ってください。

るめ閉を窓とアドの室浴.1
るす節調をどな度温の機燥乾房暖室浴.2

。すまりあがのもいなきで作操で法方のこ、はてっよに類種の機燥乾房暖室浴＊
。すまし転運に時同も機房暖室衣脱、はてっよに類種の機房暖室衣脱＊

ばれけないてれさ択選＊  選で 
択してください。
＊燃焼中は炎マーク点灯。

転運たし定設で機燥乾房暖室浴＊
暖室浴に的動自、とつたが間時

房が停止します。
のーュニメ房暖 」中転運「 と「浴室暖房」が
示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

＊ 」入「 ット後秒01約、は時
。すまり戻に面画プ

を房暖室浴で側機燥乾房暖室浴＊
「切」にしても停止できます。

暖房メニューに戻ります

準
備

】ンコモリ室浴【

★台所リモコンで説明します★



お知らせ操作後の画面操作

05

定設うよるす始開を房暖室浴に刻時のみ好お
】ンコモリ所台【

きでがとこくおてし定設を刻時るす始開を房暖室浴＊
ます。

＊台所リモコンで設定します。

準
備

るめ閉を窓とアドの室浴.1
るす認確かうどかいし正が刻時の在現.2 るせわあを計時（ ）42P
るす節調をどな度温の機燥乾房暖室浴.3

つに法方節調の機燥乾房暖室浴＊
取の側機燥乾房暖室浴、はてい

扱説明書に従ってください。

ふたを開けた状態

1  の中のたふ す押を ＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

浴室暖房予約ができます。

＊ らか 」ーュニメ房暖「 ん選を

順手、もで 1 すまりなに示表の 。
てっよに況状置設の器熱放房暖＊

表示は異なります。

）例示表（

2

3

＊前回の設定を表示します。

にとごす押度一＊ 押長、つず分01
。すまりわ変つず間時1とるすし

ばれけよで定設の回前＊  を 
押してください。

＊  を押さなければ予約はさ

。んせまれ てくなし了完を約予（
いてし憶記は刻時たし定設、も

ます）
は合場いないてしをせわあ計時＊ 、
まりなに示表面画のせわあ計時

す。（ ）42P

q  で 」約予房暖室浴「 を
選択する

w  す押を 

q

w

q   を刻時始開の房暖室浴で
設定する

w  す押を 

】了完約予房暖室浴【

）時6後午：例（

q

w

暖房メニューの 」中約予「 と 」約予房暖室浴「 が
示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

）例示表（

お知らせ操作後の画面操作

15

する＜浴室暖房予約＞

＊ 」入「 ット後秒01約、は時

。すまり戻に面画プ

きといためやを約予房暖室浴 ●

w

e

q うなこおを2～1順手

w   で 」除解約予「 るす択選を

e  す押を 

暖房メニューに戻ります



お知らせ操作後の画面操作

25

、は合場のみの所か1が房暖床＊
や 。んせま出は示表の
＊燃焼中は炎マーク点灯。

きといためやを房暖床 ●

うなこおを2～1順手 ＊ 」入「 ット後秒01約、は時
。すまり戻に面画プ

床暖房をする
】ンコモリ所台【

ふたを
開けた
状態

は合場のみの所か１が房暖床＊ 」房暖床「 るあ所か2、
は合場 」1房暖床「 」2房暖床「 でが房暖床でれぞれそ

きます。
てえ抑を力能もりよ常通でままのそは定設の房暖床＊

、るす転運 」定設めえかひ暖床「 。すまきでが
にンコモリ所台＊ 」房暖床「 、や合場いな出が示表の連関

、は合場るあが房暖床いなきで転運でンコモリ所台
。いさだく覧ごを書明説扱取のンコモリ用専房暖床

1  の中のたふ す押を 
は合場のンコモリ室浴（

 らか 」ーュニメ房暖「 ぶ選を ）

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

床暖房ができます。

＊ らか 」ーュニメ房暖「 ん選を

順手、もで 1 すまりなに示表の 。
てっよに況状置設の器熱放房暖＊

表示は異なります。

）例示表（

2 q  いたしを房暖床で 
場所を選択する

 はでここ（ 」1房暖床「 ）すましに例を

w  す押を 

】始開房暖床【

q

w

は合場のみの所か1が房暖床＊ 床「
」房暖 は合場るあ所か2、 暖床「
」1房 」2房暖床「 を表示します。

、は間るいて出が示表のこ＊

まきでが更変度温の房暖床で
す。

）例示表（

暖房メニューに戻ります

）示表間秒6約（

のーュニメ房暖 」1房暖床「 と 」中転運「 が
示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

きといたし更変を度温の房暖床 ●

1 す押を 

）例示表（

★台所リモコンで説明します★

35

お知らせ操作後の画面操作

）例示表（

。すまきで節調で9～1ルベレ＊
なく高が度温どほい高がルベレ（

ります）
。すまし憶記は度温たし更変＊

q

w

q  に度温のみ好おで 
設定する

w  す押を 

q

w

）5：例（

）7：例（

2 q    いたし更変を度温で
床暖房を選択する

 はでここ（ 」度温1房暖床「 ）すましに例を

w  す押を 

3 ＊ 」入「 に面画プット、は時
戻ります。

）例示表（

きといたしを定設めえかひ ●

q

w

1 す押を 

）例示表（

2 q    で 」定設めえかひ暖床「
を選択する

w  す押を 

のーュニメ房暖 「床暖ひかえめ設定」
と 」中定設「 示表に互交が ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

いてし・るいてしを転運房暖床＊
すまきで定設、ずらわ関にいな 。

房暖床は定設めえかひ＊ もと2・1
房暖床。すまれさ定設 々別2・1

には設定できません。

きといためやを定設めえかひ ●

うなこおを2～1順手 ＊ 」入「 ット後秒01約、は時
。すまり戻に面画プ

暖房メニューに戻ります



お知らせ操作後の画面操作

45

」1房暖床「 朝→始開動自に時6朝を すまし明説で例るす止停動自に時8

るす定設うよるすを房暖床に帯間時のみ好お
】ンコモリ所台【

ふたを
開けた状態

チッイス湯給、ばけおてし定設を約予房暖床＊ 」入「
」切「 。すましを房暖床に的動自くな係関に

＊複数の時間帯を設定できます。
は合場のみの所か１が房暖床＊ 」房暖床「 るあ所か2、

は合場 」1房暖床「 」2房暖床「 約予房暖床でれぞれそ
ができます。

にンコモリ所台＊ 」房暖床「 、や合場いな出が示表の連関
、は合場るあが房暖床いなきで転運でンコモリ所台
。いさだく覧ごを書明説扱取のンコモリ用専房暖床

＊台所リモコンで設定します。

 の中のたふ す押を ＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

床暖房予約ができます。

＊ らか 」ーュニメ房暖「 ん選を

順手、もで 1 すまりなに示表の 。
てっよに況状置設の器熱放房暖＊

表示は異なります。

）例示表（

2 q   いたしを約予房暖床で
場所を選択する

w  す押を 

q

w
）例示表（

1
準
備

るす認確かうどかいし正が刻時の在現 るせわあを計時（ ）42P

＊前回の設定を表示します。

3 q  で 」00:6MA「 に
設定する

w  す押を 

【 」入「 】了完定設刻時

q

w

にとごす押度一＊ わ変つず間時1
ります。

るす加追を帯間時に定設の回前＊
こともできます。

】合場るす約予ままの定設の回前【

 」入「  にずせ定設刻時 し押を 
 順手 5 。るすを作操の
【前回の設定を取り消す場合】

q 」入「  にずせ定設刻時 。す押を 
w 55P し直りやてべすを定設「
たいとき」の操作をする。

55

＜床暖房予約＞

4 q  で 」00:8MA「 に
設定する

w  す押を 

【 」切「 】了完定設刻時

q

w

q  で 」加追「 択選を
する

w  す押を 

e るす定設で作操の4～3順手

。すまきで定設を帯間時の数複＊q

w

q  で 」し直りや「 を
選択する

w  す押を 

）すまえ消てべすが容内定設（
e るす定設で作操の4～3順手

q

w

きといためやを約予房暖床 ●

q うなこおを2～1順手

w   で 」除解約予「 るす択選を

e  す押を 

＊ 」入「 ット後秒01約、は時

。すまり戻に面画プ
房暖床＊ 」入「 床らかてっなに刻時

、とるす除解を約予房暖 の25P
続を房暖床でまるす止停で順手

けます。

w

お知らせ操作後の画面操作

e

5 す押を 

】了完約予1房暖床【
暖房メニューの 」約予1房暖床「 と「予約中」が

示表に互交 ）間秒01約（

＊  れさは約予ばれけなさ押を

ません。
は合場いないてしをせわあ計時＊ 、
まりなに示表面画のせわあ計時

す。（ ）42P
同日毎、ばれけなしを除解約予＊
すまし房暖床に的動自に間時じ 。

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

＞きといたし加追を帯間時の他てけ続＜

＜設定をすべてやり直したいとき＞

暖房メニューに戻ります

（複数設定例）

00:8～00:6MA 00:01～00:6MP

はとこす消り取を部一の帯間時＊
。んせまきで 」し直りや「 め初で

。いさだくてし直し定設らか
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す浄洗を管配、がすまりなくくにりまたはかあ湯、とう使をンーリク管配ろふてしとれ入手おの常日＊
る機能ではありません。

い使を湯お。すまし断中をンーリク管配ろふ、とう使を湯おでーワャシや所台に中ンーリク管配ろふ＊
終わると再開します。

」ンーリク管配ろふ「 。すで能機す出し押を湯り残の内管配ろふ、てし流を湯おいし新に内管配ろふ、は
。すまし動作がンーリク管配ろふで動自とく抜を栓水排の槽浴 ）すまりあが件条動作（

ていつにンーリク管配ろふ動自

【条件を満たしていない場合】
ンーリク管配ろふ動手、でのいなし動作はンーリク管配ろふ動自 （ ）75P 。いさだくてっなこおを

条件2

。んせまし動作、は合場たしや増を湯おらかどな栓湯給りたしを作操
×

※ 湯り残てげ上みくに用濯洗でどなプンポ水ろふの属付機濯洗はたま販市
がンーリク管配ろふ、めたいなきで知検を水排が器機、は合場たっ減が

いなし動作がンーリク管配ろふ、とく抜を栓水排に中用使のーワャシや湯給※
。すまりあが合場

条件1

を    りたしきだい追とあのそ 」切「○

は   、今 」切「条件3

   を 」入「

。すまし出し押を湯り残の内管配ろふ
※

。すまりあも合場いなえ見がのるいて出が湯お 
 、はきといためやをンーリク管配ろふで中途※

    を 」切「

お知らせ操作後の画面操作

75

す浄洗を管配、がすまりなくくにりまたはかあ湯、とう使をンーリク管配ろふてしとれ入手おの常日＊
る機能ではありません。

い使を湯お。すまし断中をンーリク管配ろふ、とう使を湯おでーワャシや所台に中ンーリク管配ろふ＊
終わると再開します。
＊ 湯した （ ）04P やたし水（ ）14P 。すまきでがとこす流で水はたま湯おを湯り残の内管配ろふ、もで作操の

1

】ンコモリ室浴【 】ンコモリ所台【

し水排を湯り残の槽浴

を 」入「 るすに

手動でふろ配管クリーンをする

4 めやをンーリク管配ろふで中途＊

、はきといた を 」切「 しに
てください。
＊燃焼中は炎マーク点灯。

ふたを開けた状態

動手、で作操の下以＊
ンーリク管配ろふで

。すまきでが
のらちど所台・室浴＊
で作操もでンコモリ

きます。

とす押を 

始開をンーリク管配ろふにぐす

★浴室リモコンで説明します★

）例示表（

3

湯おの度温定設ろふが器機
内管配ろふ、てし流L7約を

すまし出し押を湯り残の

で 」切/入 ンーリク管配「 を
選択する

ふろメニューの「運転中」と「配管クリーン」が
示表に互交 ）間秒01約（

q の中のたふ   す押を

w  す押を 

2 q

w

中ンーリク管配ろふ すまき動 
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るす更変を量音のどなドイガ声音・音作操

音し出び呼・ドイガ声音・音作操のンコモリ ● （ ）95P きといたし更変を量音の

いさだく覧ごを89P

 ● 」ドイガ声音「 きといたし消みの

いさだく覧ごを401P

前りが上き沸 』音ピピピ『 ＋ 』すまき沸がろふおぐすうも『
＋ィデロメりが上き沸 』たしまき沸がろふお『 のみ消したいとき」せら知おのりが上き沸「●

とこの音る鳴にきとたし押をチッイス：はと音作操＊ 。
。とこのィデロメや声るすせら知おをどな況状りが上き沸、や時付受の作操チッイス：はとドイガ声音＊

。すまりわ変が量音みのンコモリたし更変＊

いさだく覧ごを101P

 ● 」音し出び呼のンホータンイ「 （ ）06P きといたし更変を量音の

各参照ページをご覧ください。

いさだく覧ごを89P

お知らせ操作後の画面操作

95

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

呼び出しできます。

＊ ランプ点灯→消灯。
すまし出び呼てっ鳴がムイャチ＊ 。
でます離を手、とるけ続し押＊

チャイムをくりかえします。

1 を押す

】ンコモリ室浴【
気りたっあが物な要必か何、にきとるいに室浴
ッイス出呼、きといたび呼を人てっなく悪が分

。すまきでがとこるせら知でチ
）んせまきでは話会でのいなはでンホータンイ（

せっけん

浴室から台所リモコンの
チャイムを鳴らす＜呼び出し＞

＊ 」量音のどなドイガ声音・音作操「 （ ）89,85P が 」しな「 。すまり鳴は音し出び呼、もで定設の

（台所リモコンの表示）

のあるリモコンで
使用できます



お知らせ操作後の画面操作

06

1 を押す

】し出び呼ンホータンイ【

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

通話できます。

＊ ランプ点灯。

＊現在の通話音量を表示します。
にきとるいてっ鳴が音し出び呼＊

で側たれさ出び呼  し押を 
ても、通話を開始できます。

呼び出し音がやむと
】始開話通【

インターホンで話す
】ンコモリ室浴【 】ンコモリ所台【

ふたを
開けた
状態

＊小、中、大で変更できます。
＊一度押すごとに変わります。

が量音、みのンコモリたし更変＊
変わります。

え変を量音話通のンコモリ所台＊
ータニモのろふお、とる （ ）26P

の音量も変わります。

に的動自で秒03約
】了終話通【

に前秒5約了終＊ ランプ点滅。

＊終了すると ランプ消灯。

＊ 」入「 戻に面画プットは時

ります。

）大：例（

＞きといたえ変を量音話通＜
通話中に、

 の中のたふ るす更変で 

）前秒5約の了終話通（

★すまし明説でンコモリ室浴★

のあるリモコンで
使用できます

お知らせ操作

16

を押す ＊ ランプ消灯。

＊ 」入「 戻に面画プットは時

ります。

るいてえこ聞が音や声の手相、たま。んせまえこ聞に手相は声のらちこ、はきとるいてしを話が手相＊
。んせまえこ聞に手相は声のらちこ、はきと

、は合場たれさ更変に温高が度温湯給てし替切先優に中話通＊ 」すま出が湯おいつあ「 こ、しせら知おと
の間、通話は中断します。

、中話通＊ 」ッザザ「 。んせまりあはで障故、がすまりあが合場るすが音ういと
？ぜなはのいくにえこ聞が声の手相はたま、いなが答返がるいてえこ聞が声の手相＊ （ ）121P

。すまきでが話通で室浴と所台＊
。いさだくてし話らかてっわ終が話の手相。んせまきではとこす話に時同らか方両＊

は
い

きといたし了終を話通で動手 ●

せ

け
ん

な
い
よ



お知らせ操作後の画面操作

26

、にどな時浴入のり寄年お 」ータニモのろふお「 室浴で
の音を聞くことができます。

1  の中のたふ を 

でまるわ変が面画 ）間秒1約（
長押しする

】始開ータニモ【

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

モニターできます。
＊浴室の音が聞こえます。

はでンコモリ室浴＊  プンラ
点灯。

＊浴室リモコンでは ランプ
消灯。

に的動自で間時1
】了終ータニモ【

を子様の室浴でンコモリ所台
】ンコモリ所台【

きといたし了終をータニモで動手 ●

 す押を ＊浴室リモコンでは ランプ
消灯。

ふたを
開けた状態

）示表間秒6約（

＊小、中、大で変更できます。
＊一度押すごとに変わります。

イ、とるえ変を量音のータニモ＊
量音話通のンホータン （ ）06P

も変わります。）大：例（

この画面が出ている間に

 の中のたふ るす更変で 

きといたえ変を量音のータニモ ●

チッイス湯給（ 」入「 ）例示表の時

のあるリモコンで
使用できます

チッイス湯給（ 」入「 ）例示表の時

チッイス湯給（ 」入「 ）例示表の時

お知らせ操作後の画面操作

36

に中話通のンホータンイ＊   を長押しすると、モニターに切り替わります。
。んせまきでは始開のータニモはでンコモリ室浴＊

で隔間定一りたれ切途瞬一が声音、中ータニモ＊ 」ッザザ「 はで障故、がすまりあが合場るすが音ういと
ありません。

。すまし断中はータニモ、は中せら知おのりが上き沸やドイガ声音＊

きといたい使をンホータンイに中ータニモ ●

＞はらかンコモリ所台＜

＞はらかンコモリ室浴＜ ＊ ランプ点灯のままです。

。すまし了終はータニモ＊

＞ータニモのろふお＜く聞

 てし押を

し了終をータニモ

度再   す押を

を押す
）例示表のンコモリ室浴（
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■ ↑
単
価 

増

↑
単
価 

増
水道・電気

■ しと月か1を日03、は量用使・金料用使の月
の上ーダンレカ、めたるいてし算積ターデて

CALENDAR

■  んせまみ含は金料本基

料金
）金料量従（

」クッルネエ「 1-？はと
す示表にンコモリ、を金料用使安目や量用使安目のどな湯お・スガたし用使で器機、はとクッルネエ＊

。すで能機る
費熱光・気電＊ ）せわ合み組な由自の湯お・スガ・気電入購（ 。すまきで示表も金料用使安目や量用使安目の

。すで要必がせわあ計時、はにめたるなにい使おくし正をクッルネエ＊ （ ）42P

のどな湯おやスガ、とす押を 「目安使用量」を表示します

グラフで
表示

日・週・月の単位で表示できます。 日・週・月の単位で表示できます。

数字で
表示

定設なろいろい他のそ （ ）67～07P 、とるすを
」クッルネエ「 すまきでがとこう使に利便りよを

単価料金を設定すると

）くづつ（

すまりな異はと金料や量用使の際実、は値のンコモリ

」金料用使安目「 も
表示できます
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」クッルネエ「 2-？はと

00:000:8

＜ 例たっ使に00:8MPをトッニユ房暖湯給用利熱排てめ初

00:000:0 00:000:0 00:000:8

00:0 00:0 00:0 00:0 00:0

目週1 ）位単日7（

すまし算積てしとターデを金料・量用使の々日

 ● ていつに測予の量用使  ●

」切「 測予の量用使の月今るす示表にきとたしに （ ）32P 。すで値数ため求らか均平の績実の分数日過経、は

お知らせ操作後の画面操作

76

】ンコモリ所台【

1  の中のたふ す押を 

】況状用使の気電の月今【

）例示表（

2

で認確を量用使安目のどな湯お、スガ、気電の月今＊
きます。

＊台所リモコンで確認します。

）示表に互交（

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。
気電電発＋気電入購＝気電＊

ネエ、とるすにままのそ秒02約＊
。すまし了終を面画クッル

場いたし止停を示表る出に互交＊
いて出が示表いたし止停、は合

 に間る いさだくてし押を 。

 度再 表の互交、とす押を 
示に戻ります。

 度再 す押を 

】況状用使の気電入購の月今【

ふたを開けた状態

）例示表（

）示表に互交（

＞クッルネエ＜うょしまみてし認確を況状の月今プッテス q

ネエ、とるすにままのそ秒02約＊
ルック画面を終了します。

3  、下以 況状用使の月今の費熱光→湯お→スガ にとごす押を 

が確認できます

役にネエ省、はにとあの費熱光＊
面画るすせら知おをトンヒつ立

が出ます。



お知らせ操作後の画面操作

86

しまみてし認確を況状のどな週・日
】ンコモリ所台【

1  の中のたふ す押を 

2

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。
ネエ、とるすにままのそ秒02約＊

ルック画面を終了します。
場いたし止停を示表る出に互交＊
いて出が示表いたし止停、は合

 に間る いさだくてし押を 。

 度再 表の互交、とす押を 
示に戻ります。

 るすに示表いたし認確で

容内るきで認確（ ）96P

ふたを開けた状態

プッテス w

目の湯お、スガ、気電、で位単いか細のどな週や日＊
。すまきで認確を量用使安

。すまし認確でンコモリ所台＊

）例示表（

）示表に互交（

ネエ、とるすにままのそ秒02約＊
ルック画面を終了します。
＊ 」年前「 せましは示表フラグ、は
ん。

＊  はたま エ、とす押を 

ネルック画面を終了します。

（「電気」 ）例況状用使の日今の

）示表に互交（

発電した時間帯

96

ょう＜エネルック＞
☆は、目標値 ）07P    （ を設定している場合、 」月今「

量用使の日昨と値標目のりた当日1 ）金料用使（

ヒント5

   

の目項の次 」月今「 に飛びます



07

ろいろいにめたう使に利便りよをクッルネエ
】ンコモリ所台【

は金料価単＊ 」せら知おの量用使スガ「 の量用使道水「
」せら知お 」せら知おの量用使気電「 を書細明のどな

。いさだくてしに考参 場な明不ていつに書細明各（
問おに者業事気電・者業事道水・者業事スガ、は合

い合わせください）
。すまし定設でンコモリ所台＊

お知らせ操作後の画面操作

うょしませさ示表をフラグや額金、てし定設を値標目や金料価単

＊ の 」入「 」切「 、くな係関に

設定できます。1  の中のたふ す押を 

2

3

q  で 「その他設定」を
選択する

w  す押を 

q

w

q  で 」定設クッルネエ「 を
選択する

w  す押を 

q

w

4 q  で設定したい項目を
選択する

はでここ（ 」気電「 ）すましに例を

w  す押を 

q

w

ふたを開けた状態

17

＊現在の設定を表示します。

お知らせ操作後の画面操作

q   るす定設を金料価単で

w  す押を 

な設定をしましょう＜エネルック設定＞ 1-

5 q  で「料金設定」または
「目標値」を選択する

はでここ（ 」定設金料「 ）すましに例を

w  す押を 

q

w

。定設で位単円1：定設金料＊
＊目標値：

定設で位単hWk1→気電 
m1→道水・スガ 3 定設で位単

＊ にとごとす押度一 し押長、位単1
すまりわ変つず位単01とるす 。

6 q

w
）円02：例（

順手 5のq すまり戻に面画の

目項の他てけ続＜ ）道水・スガ・気電（ ＞合場るすを定設の

q  す押を 順手（ 4のq ）すまり戻に面画の

w うなこおを6～4順手

＜ 」定設金料「 はたま 」値標目「 ＞合場るす了終を定設の

す押を 

るす認確を額金用使・量用使の去過 ● ～すまりなに考参のきとるめ決を値標目～ 

q うなこおを4～1順手

w で 量用使「 ）考参（ 」を
選択する

e す押を 

w

e

）例示表（

順手、てけ続 5～6 で作操じ同と
「料金設定」または「目標値」の設定ができます

目標値を設定すると表示します。
を金料価単と値標目
すまし示表とるす定設 。

金用使、とるす定設を金料価単＊
額を表示します。

）例示表（
）例示表（

目標値を設定すると、ここが目標ラインになります

を金料価単 とるす定設
表示します。

 ● すま出が化変なんこに示表、とるす定設を値標目や金料価単  ●
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】ンコモリ所台【

お知らせ操作後の画面操作

光熱費の設定をして、使用したエネルギーの合計を表示させましょう

1 いなこおを3～1順手の07P
」定設クッルネエ「 るすに面画

2 q  で「光熱費設定」を
選択する

w  す押を 

q

w

3 q  で 」費熱光「 定設に
ぶ選を目項いたし

はでここ（ 」気電入購「 ）すましに例を

w  す押を 

q

w

4 q  で「する」に
設定する

w  す押を 

q

w

順手 3のq すまり戻に面画の

＊ まのそ秒02約にずさ押を 

ネエ、し了完定設もてしにま
。すまし了終を面画定設クッル

順手、てけ続 3～4 すまきでが定設で作操じ同と
＞合場るす了終を定設の費熱光＜

す押を 

ふたを
開けた
状態

＊ 」定設費熱光「 定設、で面画示表費熱光、とくおてしを
した項目の目安使用料金の合計を表示します。

）すで由自はせわ合み組の湯お・スガ・気電入購（
＊台所リモコンで設定します。

ろいろいにめたう使に利便りよをクッルネエ

※ 」気電入購「 と 」スガ「 を方両の 」るす「 、みの合場たし定設に
購入電気とガス使用量の合計 ）hWk（ を表示します。

光熱費設定を「する」に設定した項目の合計を表示
（全て「しない」の場合は 」円0「 表示）

（光熱費表示画面の例）

37

な設定をしましょう＜エネルック設定＞ 2-
】ンコモリ所台【

台所リモコンで設定します。

お知らせ操作後の画面操作

エネルックマーク表示を設定して、トップ画面にエネルックマークを表示させましょう

1 いなこおを3～1順手の07P
」定設クッルネエ「 るすに面画

2 q  で 」示表クーマクッルネエ「 を
選択する

w  す押を 

q

w

3 q  をクーマクッルネエで
ぶ選を目項いたし示表

はでここ（ 」気電「 ）すましに例を

w  す押を 

q

w

順手 2のq すまり戻に面画の

うの費熱光・湯お・スガ・気電＊
クッルネエていつにれど、ち
でみ好お、かるすを示表クーマ

選べます。
＊ 」いなし「 ネエ、とるす定設に
ルックマークは表示しません。

＊ まのそ秒02約にずさ押を 

ネエ、し了完定設もてしにま
。すまし了終を面画定設クッル

）例示表のンコモリ所台（

＞明説のクーマ＜

ふたを開けた状態

。すでのもるすせら知おで情表のクーマ、をかいな少かい多が量たし用使、りよ値標目のりた当間週1＊
。すまし示表に方両のンコモリ室浴・ンコモリ所台＊

 ● ？はとクーマクッルネエ  ●
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お知らせ操作後の画面操作

るすせら知おを況状用使 」音知報標目「 いたし消を （鳴らしたい） にきと

1 いなこおを3～1順手の07P
」定設クッルネエ「 るすに面画

2 q  で「目標報知音」を
選択する

w  す押を 

q

w

3 q

w

順手 2のq すまり戻に面画の

＊ まのそ秒02約にずさ押を 

ネエ、し了完定設もてしにま
。すまし了終を面画定設クッル

q  で 」しな「 るす択選を

w  す押を 

 ● ？はと音知報標目  ●

、にとごす押を 

は合場いな少が額金・量用使の日昨、りよ値標目のりた当日1 」ンポンピ ンポンピ ンポンピ「 。すましせら知おで
は合場い多が額金・量用使の日昨、りよ値標目のりた当日1 」ピピピピピ「 。すましせら知おで

ろいろいにめたう使に利便りよをクッルネエ
】ンコモリ所台【

台所リモコンで設定します。

ふたを開けた状態

57

な設定をしましょう＜エネルック設定＞ 3-
】ンコモリ所台【

台所リモコンで設定します。

お知らせ操作後の画面操作

をフラグ、とるすトッセリを数日過経 」0「 すまきでがとこるせさトータスらか

1 いなこおを3～1順手の07P
」定設クッルネエ「 るすに面画

2 q  で「経過日数リセット」を
選択する

w  す押を 

q

w

3 q   で 」いは「 るす択選を

w   るすし押長を ）間秒5約（

q

w

順手 2のq すまり戻に面画の

。すまりなくすやしが較比ターデの位単月、とくおてしトッセリに日ため決、回1月毎＊

ふたを開けた状態

）くづつ（
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 ● すまし算積にうよの図はターデの後トッセリ （一例） ●

00:0 00:3

00:3

00:0

00:0

00:0

リセットすると、

00:0 00:3

00:3

00:0

00:0

00:0

合場たしトッセリに降以目日12■

合場たしトッセリで満未目日12■

エネルックをより便利に使うために
＞定設クッルネエ＜うょしましを定設なろいろい 4-

）きづつ（

77

認確でンコモリ、ていつに電発 ・ すまきでが定設

るす関に電発、で 
状況などを表示します

必がせわあ計時、はにめたるなにい使おくし正をビナ電発
。すで要 （ ）42P

すましせら知おでンコモリはきとるいてし電発

。すまきで更変でみ好おはさる明のプンラ電発、類種の光のプンラ電発＊ （ ）201P
にきといな少りなかが量用使気電りよ量電発、りたしをせら知おの始開電発＊ の鳥「

」声 。すまきでもとこるすせら知おで （ ）201P
用使気電、は際のい使おで近付量電発、めたるす止防をきつらちの色のプンラ電発＊

。すまりあが合場いなし致一が色のプンラ電発と量

発電ランプが光って発電中であることをお知らせします。
は合場るいてっ回上が量用使気電りよ量電発 」青「 、
は合場るいてっ回下が量用使気電りよ量電発 」緑「 に光ってお知らせします。

。んせまりあどんとほは力電費消るよに灯点プンラ電発※

や定設の電発、で 
モードの変更ができます

ふろ予報
は湯おに得お、に元を況状用使の湯おの々日たし習学

りができる時間帯を予測して表示します。
お湯はりする時間の参考にしてください。

97P

発電量
以下のような発電量の確認ができます。
＊今日の発電量
＊昨日の発電量

間日03＊ ）でま日昨～前日03（ 量電発の
計小の量電発＊ （ 計のでま在現らかてしをトッセリの計小 ）
計累の量電発＊ （ 、後置設 計のでま在現らかてめ始を用使 ）

08P

グリーン指数
素炭化酸二るよにとこたし用使を器機のこ OC（ 2） 削の

減の度合いを確認できます。

28P

熱使用
利の熱排の日昨と日今や況状用使房暖湯給の日昨と日今

すまきで認確で値数・フラグ、が況状用 。

48P

発電予約
お好みの時間帯に発電するよう設定できます。

09P

深夜停止
帯間時の定一日毎、どな合場るなに気が音転運の夜深

に発電を停止するときに。

49P

自動運転
発電の自動運転モードの解除・設定ができます。

）すまきおてし定設にドーモ転運動自は常通（

88P

不在停止
長期不在などで、一定期間発電を停止するときに。

29P

特殊設定
にらさで定設殊特、に日るな異とルクイサ活生の段普

お得に使うことができます。
以下のモードが設定できます。
＊ ドーモーデリホ ＊ ドーモ先優湯貯 ＊ ドーモしなろふ

69P

今すぐ発電
今すぐ発電したいときに。

68P

電気予報
を気電に得お、に元を況状用使の湯おの々日たし習学

使える時間帯を予測して表示します。

87P



お知らせ操作後の画面操作

87

★すまし明説でンコモリ所台★

】ンコモリ室浴【】ンコモリ所台【

ふたを
開けた
状態

1  の中のたふ す押を 

】報予気電の日今【 ）分00時3後午～分00時01前午：例（

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。
）分00時3後午～分00時01前午：例（

で 「明日」 るす択選を

】報予気電の日明【

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。
いないてっなにドーモ転運動自＊
電、し示表を面画の下、はきと

気予報の表示はしません。

＞報予気電＜るす認確を安目の帯間時るえ使を気電に得お

。んせまりあはでのもるす電発に帯間時のそもしず必＊
てっなに間時の報予気電はに合場いならなにーギルネエ省もてし電発、どな合場いな少が量用使気電 

。んせまりあはで常異、がすまりあがとこいなし電発も
の定設殊特＊ 「貯湯優先」（ ）69P 。すまし電発に帯間時のりおど報予気電、ばれす定設を

 ）んせまし電発はきとい近にれそはたま、かるいてっなに湯おてべすが内クンタ、しだた（

2

お知らせ操作後の画面操作

97

）分03時7後午：例（

＞報予ろふ＜るす認確を安目の帯間時るきでがりは湯おに得お

1  の中のたふ す押回2を 

】報予ろふ【 ）分00時01後午～分00時6後午：例（

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

を刻時りが上き沸たし定設回前＊
表示します。q  で 「予約」 、し択選を

w  す押を 

1
きといたしを約予ろふてけ続 ● （台所リモコンのみ）

q

w

2 q  を刻時りが上き沸で 
設定し、

w  す押を 

】了完約予ろふ【

q

w

ふろ予報画面に戻ります

＊ 」入「 ット後秒01約、は時

プ画面に戻ります。

★台所リモコンで説明します★

】ンコモリ室浴【】ンコモリ所台【

ふたを
開けた
状態

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。
いないてっなにドーモ転運動自＊
でドーモ転運動自はたま、きと
ドーモしなろふの定設殊特も

（ ）69P 合場るいてれさ定設が
予ろふ、し示表を面画の下、は

報の表示はしません。



お知らせ操作後の画面操作

08

★台所リモコンで説明します★

】ンコモリ室浴【】ンコモリ所台【

ふたを
開けた
状態

1  の中のたふ す押回3を 

】量電発の日今【 ）例示表（

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。
価単を金料価単の気電、は金料＊

登録すると表示します。
（ ）17,07P

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

るす認確を量電発

の示表の下以てっよに況状用使＊
。すまし示表に互交をからちど

※下記参照

）例示表（

で 「昨日」 るす択選を

】量電発の日昨【

）例示表（

で 」間日03「 るす択選を

】量電発の間日03【

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

2

3

。すまし示表をジーセッメの下以れぞれそ、てっよに況状用使＊
 8.0≧A  」たしまいさだく用利ごに手上「  7.0＜A   「電気の使用は発電中がお得です」

   ガスエンジン発電ユニットの発電電力量 量力電費消のーターヒ収回力電剰余 － 
＝A

量力電電発のトッニユ電発ンジンエスガ            

合割たし用利てしと気電で内庭家、ちうの気電たし電発がトッニユ電発ンジンエスガ：A※ 

お知らせ操作後の画面操作

18

。んせまし存保はターデの日のそ、合場たっ使を器機てめ初＊ （リモコンに表示は出ます）
。すまめ始を存保・算積のターデの目日1らか00：0MA

がすまきでもトッセリの計累＊ （ ）001P 。んせまりあ要必は段普、でのもるすにどな時し越っ引、

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。
。すまきでトッセリは計小＊

（ ）99P
）例示表（

で 「小計」 るす択選を

】計小の量電発【

）例示表（

で 「累計」 るす択選を

】計累の量電発【

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

4

5

のでここ＊ 」量電発「 。すましさをとこの次、はと
= 量電発  ）量力電電発のトッニユ電発ンジンエスガ（ － ）量力電費消のーターヒ収回力電剰余（



お知らせ操作後の画面操作

28

★すまし明説でンコモリ所台★

】ンコモリ室浴【】ンコモリ所台【

ふたを
開けた
状態

1  の中のたふ す押回4を 

】数指ンーリグの日今【 ）例示表（

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。
、は合場たし新更を録記、日昨＊
。すまし示表秒3約を面画の下以

るす認確を数指ンーリグ

）例示表（

で 「昨日」 るす択選を

】数指ンーリグの日昨【

）例示表（

 で 」録記高最「 るす択選を

】録記高最の数指ンーリグ【

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

2

3

38

献貢に境環けだれど、りよにとこるす転運をトッニユ電発ンジンエスガ、はと数指ンーリグ 素炭化酸二（
OC（ 2）を削減）できたかを、 」木の杉「 。すでのもたし表で値数とトスライの ）照参記下（

素炭化酸二、どほい高が値数＊ OC（ 2） 。すまりなにとこたきでが減削の
素炭化酸二たきで減削＊ OC（ 2） を量の 」木の杉「 。すまし示表で値数とトスライの

グリーン指数＝（Ａ＋Ｂ－Ｃ）×Ｄ

所電発力火な的均平を量たし用利てしと気電で内庭家、ちうの気電たし電発でトッニユ電発ンジンエスガ：Ａ 
素炭化酸二の合場たっなかまで   OC（ 2） 量出排

素炭化酸二の合場たっなかまで器湯給な的般一を熱たし収回に際の電発：Ｂ OC（ 2） 量出排
素炭化酸二たし生発に際の電発：Ｃ OC（ 2） 量出排

素炭化酸二の木の杉：Ｄ OC（ 2） 数係たしにともを量収吸

グリーン指数の計算式

OC※ 2 OC－gk96.0気電：数係出排 2 hWk/ （ 」めとまり取間中会員委小オリナシ成達標目会部境環球地会議審央中「 31成平
）りよ月7年 るす生発に際るす電発間時1で格定がトッニユ電発ンジンエスガ、 OC 2 OC－gk209.0量 2 h/

m493.0：量費消スガ格定（ 3 OCのスガ市都×h/ 2 OC－gk882.2数係出排 2 m/ 3（当社データ））

※一般的な給湯器の効率（高位発熱量基準） %08：

OCの木の杉※ 2 OC－gk41：量収吸 2/年・本（環境省／林野庁 」策対源収吸の緑のめたの止防化暖温球地「 より）

木の杉、合場のこ OCるす収吸が年/本891 2と
すまし味意をとこたきで減削量の等同

木の杉：木なき大 本001

木の杉：木なさ小 本01
）本09木の杉、合場のこ（

※ んせまし示表は満未本01
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★台所リモコンで説明します★

】ンコモリ室浴【】ンコモリ所台【

ふたを
開けた
状態

1  の中のたふ す押回5を 

【 況状用使房暖・湯給の日今 】

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

況状用利の熱排、況状用使の房暖・湯給

で 「昨日」 るす択選を

【 況状用使房暖・湯給の日昨 】

）例示表（

）示表に互交（

・湯給 安目の量熱用使房暖 暖房した時間帯

）例示表（

）示表に互交（

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

 の す押を 

】量用利熱排の日今【 ）例示表（

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

2

3

お知らせ操作後の画面操作
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の示表の下以てっよに況状用使＊
。すまし示表に互交をからちど

※下記参照

＊ 、かるすにままのそ秒02約
了終を面画ビナ電発、とす押を

します。

）例示表（

で 「昨日」 るす択選を

】量用利熱排の日昨【

すまきでが認確の況状用利の熱排の日昨と日今、や況状用使房暖・湯給の日昨と日今 。
＊熱とは、給湯・暖房などで使用した熱量のことです。

＞用使熱＜るす認確を

。すまし示表をジーセッメの下以れぞれそ、てっよに況状用使＊

の測予≧量熱用使湯給、で8.0≧Ｂ   きとの％08 」たしまいさだく用利ごに手上「
 きとの用使未房暖、で6.0＜Ｂ  」いさだく用利ごを湯おな得おらかてっまたが湯おにクンタ「

        ガスエンジン発電ユニットの排熱量
Ｂ＝

量熱排のトッニユ電発ンジンエスガ   量熱生発の機源熱助補 ＋ 

合割たし用利を熱排のトッニユ電発ンジンエスガ、ちうの熱たっ使で房暖や湯給：Ｂ※ 

4
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】ンコモリ所台【

ふたを開けた状態

1  の中のたふ す押を 

間時3、間時2、間時1、ンタ満＊
で設定できます。

きとるいてし定設を約予電発＊
は間時電発、は 」ンタ満「 に外以

設定できません。
し定設に間時3、間時2、間時1＊
湯おてべすが内クンタ、合場た
電発もで内間時定設らたっなに

を停止します。

）間時2：例（

に間るいて出が面画の間時電発

q   るす定設を間時電発で

w  す押を 

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

るす電発ぐす今

3

2 す押を 

】始開電発【

てっなに湯おてべすが内クンタ＊
きとい近にれそはたま、かるい

は「今すぐ発電」はできません。

きといたし更変を間時電発 ●

回毎＊ 」ンタ満「 まし始開を電発で
。す てべすが内クンタ＝ンタ満（
お湯になるまで発電します）

q

w

のーュニメ電発 「今すぐ発電」と 」中転運「 が
示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例示表の時

。すまし定設にきといたし電発ぐす今
発電を停止するまでの時間も設定できます。
＊台所リモコンで設定します。

）示表間秒6約（

のーュニメ電発 「今すぐ発電」と 」中転運「 が
示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例示表の時

お知らせ操作後の画面操作
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1  の中のたふ す押を ＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

2 に間るいて出が示表の1順手

す押を 

】止停電発ぐす今【

のそ、り戻に面画ーュニメ電発＊
後トップ画面に戻ります。

 ● 」電発ぐす今「 をやめたいとき

交互に 示表間秒01約

＊ 」止停夜深「 もで帯間時るいてし止停、合場るいてし定設を 」電発ぐす今「 。すまきで
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交互に 示表間秒01約

3 に間るいて出が示表の2順手

す押を 

】ンコモリ所台【

ふたを
開けた状態

1  の中のたふ す押を ＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

ていつにドーモ転運動自

きといためやをドーモ転運動自 ●

2

使の湯おや気電の々日、はとドーモ転運動自
動自でん選を帯間時な適最、し習学を況状用
、るす転運をトッニユ電発ンジンエスガに的

この機器の特長となる機能です。
すまきおてし定設にドーモ転運動自、は常通 。

＊台所リモコンで設定します。

 で 」切/入 転運動自「 を
選択する

4 で 「はい」 てし択選を

す押を 

】除解ドーモ転運動自【 、とるす除解をドーモ転運動自＊
自動的に発電はしません。

＊  」入「 ット後秒01約、は時

プ画面に戻ります。

発電メニューに戻ります

お知らせ操作後の画面操作
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1
きといたし戻にドーモ転運動自 ●

 の中のたふ す押を ＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

2 q  で 」切/入 転運動自「
を選択する

w  す押を 

】了完定設ドーモ転運動自【

q

w

のーュニメ電発 」転運動自「 と 」中定設「 が
示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例示表の時
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ふたを開けた状態

るす定設うよるす電発に帯間時のみ好お

すまし明説で例るす定設うよるす電発に時01～時6夜と時8～時6朝

】ンコモリ所台【
すまきでがとこるす定設でみ好おを帯間時るす電発＊ 。

 」約予電発「 るなに刻時のそ日毎、ばけおてし定設を
と、自動的に発電を開始または停止します。

＊複数の時間帯を設定できます。
＊台所リモコンで設定します。

q  で 」約予電発「 を
選択する

w  す押を 

q

w

1
準
備

るす認確かうどかいし正が刻時の在現 るせわあを計時（ ）42P

＊前回の設定を表示します。

3 q  で 」00:6MA「 に
設定する

w  す押を 

【 」入「 】了完定設刻時

q

w

わ変つず間時1にとごす押度一＊
ります。

るす加追を帯間時に定設の回前＊
こともできます。

【前回の設定のまま予約する場合】
 」入「  にずせ定設刻時 し押を 
 順手 6 。るすを作操の
【前回の設定を取り消す場合】
q「入」  にずせ定設刻時 。す押を 
w 順手19P 5 で作操の 直りや「
し」を選択して設定する。

 の中のたふ す押を ＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

2

4 q  で 」00:8MA「 に
設定する

w  す押を 

【 」切「 】了完定設刻時

q

w

電気予報の時間帯

19

＜発電予約＞

q  で 」加追「 るす択選を

w  す押を 

e で作操の4～3順手
」入 00:6MP「  」切 00:01MP「

に設定する

q

w

q  で 」し直りや「 を
選択する

w  す押を 

）すまえ消てべすが容内定設（
e るす定設で作操の5～3順手

q

w

きといためやを約予電発 ●

q うなこおを2～1順手

w   で 」除解約予「 るす択選を

e  す押を 

＊ 」入「 ット後秒01約、は時
すまり戻に面画プ 。

、とるす除解を約予電発＊ 運動自「
」除解 ドーモ転 。すまりなに態状の

w

お知らせ操作後の画面操作

e

6 」了完約予「 いてれさ択選が
ることを確認し

す押を 

】了完約予電発【
のーュニメ電発 」約予電発「 と 」中約予「 が
示表に互交 ）間秒01約（

＊  を押さなければ予約はさ

。んせまれ 記は帯間時たし定設（
憶しています）

は合場いないてしをせわあ計時＊ 、
まりなに示表面画のせわあ計時

す。（ ）42P
同日毎、ばれけなしを除解約予＊
すまし電発に的動自に帯間時じ 。

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

＞きといたし直りやてべすを定設＜

発電メニューに戻ります

5

。すまし止停を電発とるなに湯おてべすが内クンタ＊
。んせまし電発はきとい近にれそはたま、かるいてっなに湯おてべすが内クンタ＊

＊ 」止停夜深「 に帯間時の止停夜深、もで合場るいてし定設を 「発電予約」 。すまし電発、ばれすを

時たし定設、もてし除解を約予＊
間帯は記憶しています。
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】ンコモリ所台【

ふたを開けた状態

1  の中のたふ す押を ＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

＞止停在不＜るす止停を電発 間期定一

2 q  で 」切/入 止停在不「
を選択する

w  す押を 

といたし止停を電発くらばし、どなるけあを家か日何
きに。

（ 」止停在不「 、といなし定設を 」切「 電発もてしに
をおこないます）

法方のこ、は合場るあがれそおの結凍に時在不期長※
。いさだくてしをき抜水で順手の011P、ずせを

＊台所リモコンで設定します。

3 で 「はい」 し択選を

す押を 

】了完定設止停在不【

q

w

ろふお、中房暖、中用使の湯お＊
ンコモリ所台、中用使の能機の
で定設は中用使の能機約予ので

きません。

（お湯の使用中の表示例）

＊  「切」の状態になります。

動自、し始開を房暖とるなに刻時約予、とるいてしを定設約予の房暖
に的 」止停在不「 。すまし除解を

準
備

、は合場るいてしを定設約予の房暖で側器熱放房暖やンコモリ房暖床
予約を解除する

に的動自、とく続が態状いなし用使を湯お上以間時84＊ 」止停在不「 になります。
＊ 」止停在不「 貯を湯おにクンタ湯貯、りま止が転運のトッニユ電発ンジンエスガ、は間るいてし定設を

。んせましも習学、たま。んせまえ

お知らせ操作後の画面操作
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きといためやを止停在不 ●

を 」入「 るすに

または暖房する

クンタ湯貯、後除解の止停在不＊
助補、にめたす直め温を湯おの
合場るす焼燃に的動自が機源熱

があります。

に的動自、とるす用使を房暖（ 」止停在不「 ）すまし除解を
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ふたを開けた状態

るす止停を電発に帯間時の定一日毎 深＜

すまし明説で例るす定設うよるす止停を電発でま時6朝～分05時11夜

】ンコモリ所台【
にどな合場るなに気が音転運の夜深＊ 」止停夜深「 設を

を電発に帯間時の定一に的動自日毎、ばけおてし定
停止します。

）すまきで定設に帯間時のみ好お、もで外以帯間時の夜深（
＊ に帯間時のそ、もていてし定設を止停夜深 」電発ぐす今「

りたしを 」約予電発「 。すまし電発は合場るいてし定設を
＊台所リモコンで設定します。

q  で 」切/入 止停夜深「 を
選択する

w  す押を 

q

w

1
準
備

るす認確かうどかいし正が刻時の在現 るせわあを計時（ ）42P

＊前回の設定を表示します。

3 q  を刻時始開で 
」05:11MP「 るす定設に

w  す押を 

】了完定設刻時始開【

q

w

押長、つず分01にとごす押度一＊
すまりわ変つず間時1でし 。

とす押を定決＊ 」刻時了終「 動移に
します。

】合場るす約予ままの定設の回前【

  にずさ押を 、とす押を 

順手 4のw のすまりなに面画の
で設定完了してください。

 の中のたふ す押を ＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

2

4 q  を刻時了終で 
」00:6MA「 るす定設に

w  す押を 

】了完定設刻時了終【

q

w

＊w 、で面画の 」正修「 てし択選を
正修が刻時定設、とす押を 

。すまきで

59

1

夜停止＞

きといたし認確を帯間時の止停夜深、きといためやを止停夜深 ●

お知らせ操作後の画面操作

5 」了完定設「 いてれさ択選が
ることを確認し

す押を 

】了完定設止停夜深【
のーュニメ電発 」止停夜深「 と 」中定設「 が
示表に互交 ）間秒01約（

＊ 完は定設ばれけなさ押を 

了しません。
は合場いないてしをせわあ計時＊ 、
まりなに示表面画のせわあ計時

す。（ ）42P
、ばれけなしを除解を止停夜深＊
を電発に的動自に間時じ同日毎

停止します。

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時

】中止停夜深【

チッイス湯給（ 」入「 ）例面画プットの時 （浴室リモコンのトップ画面例）

 の中のたふ し押を 

で 」切/入 止停夜深「 を
選択する

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

す押を 
きでが認確の帯間時で面画のこ＊
場のみの認確帯間時、でのすま

は合 」るども「 てし択選を  を 
。いさだくてし押

交互に 示表間秒01約

2
で 」除解定設「 し択選を

す押を 

】除解止停夜深【

＊ 」入「 ット後秒01約、は時

プ画面に戻ります。3

きといたし更変を帯間時 ●

記上 」きといためやを止停夜深「 、し除解を止停夜深んたっいで法方の
す直し定設で法方の5順手59P～1順手の49P

発電メニュー画面に戻ります
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】ンコモリ所台【

ふたを開けた状態

1  の中のたふ す押を ＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。

＞定設殊特＜るす定設にドーモ電発な殊特

2 q  で 」定設殊特「 を
選択する

w  す押を 

じ応にみ好お、がんせまりあは要必の定設殊特は段普
て設定してください。
＊台所リモコンで設定します。

3 q 、でみ好お 
で 」ーデリホ「 湯貯「

」先優 」しなろふ「 の
るす択選をかれずい

w  す押を 

】了完定設殊特【

q

w

ドーモ転運動自＊ （ ）88P 定設に
きでは定設殊特、といないてし

ません。

（ 」ーデリホ「 ）例示表の時択選

（ 」先優湯貯「 ）時択選

q

（ 」しなろふ「 ）の時択選

（ 」ーデリホ「 ）時択選

w

のーュニメ電発 」ーデリホ「 はたま
」先優湯貯「 はたま 」しなろふ「 と 」中定設「 が

示表に互交 ）間秒01約（

チッイス湯給（ 」入「 ）例示表の時

・中ドーモ浴身半・中動自ろふ＊
ドーモしなろふ、は中約予ろふ

の設定はできません。

（ふろ自動中・半身浴モード中の表示）

（ふろ予約中の表示）

お知らせ操作後の画面操作
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。すまれさ除解はドーモしなろふ、とるす約予ろふ・浴身半・動自ろふ、に中ドーモしなろふ＊

1
きといためやを定設殊特 ●

＊ の 「入」「切」に関係なく、

表示できます。
 の中のたふ す押を 

2 q  で 」定設殊特「 を
選択する

w  す押を 

q

w

3 q  を目項定設るす除解で 
るす択選

w  す押を 

】除解定設殊特【

（ 」ーデリホ「 ）例示表の時択選

q

w

＊  」入「 ット後秒01約、は時

プ画面に戻ります。

特殊設定画面に戻ります

ホリデーモード の段普、どな日祝 。に日るな異とムズリ活生の間週1
。んせましは習学の日のそ、とるす定設ーデリホ＊
。すまし除解はドーモーデリホ、とるなに00：0MA＊

貯湯優先モード 電気予報どおりの時間帯に発電したいときに。
。すまりあが合場るなく低が果効ネエ省、めたるす電発ずらわ関に無有用使気電＊
。んせまし電発はきとい近にれそはたま、かるいてっなに湯おてべすが内クンタ＊

でまるす除解、とるす定設度一＊ 」先優湯貯「 を続けます。

。んせまえ貯を湯おな駄無にクンタ、とるすを定設のこに日いなしをりは湯おのろふお
。すまし除解はドーモしなろふ、とるなに00：0MA＊

ふろなしモード
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変更したリモコンのみ
設定が変わります

他のそ＜るす更変を定設てせわ合に手勝い使
リモコンの音声ガイド

をしな・りあドイガ声音のンコモリ
変更したいときに。

リモコンの音量
呼・ドイガ声音・音作操のンコモリ

音し出び （ ）95P し更変を量音の
たいときに。

なし／小／中／大

※ 、合場るあが 」しな「 設の
音し出び呼、もで定 （ ）95P

は鳴ります。

】合場るす更変を定設の他てけ続【   を押す
】合場す戻に面画プット【   るす置放秒02約はたま す押を

変更したリモコンのみ
設定が変わります

 るす更変を定設で3

1

2

設定完了
）中＝定設期初（

設定完了

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

  で 、し択選を 

 す押を

あり／なし
）りあ＝定設期初（

 るす更変を定設で3

1

2

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

  で 、し択選を 

 す押を

）りあ：例（）中：例（

】ンコモリ室浴【

】ンコモリ所台【
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1-＞定設
「表示の節電」と時計表示

」電節の示表「 なえ消が示表てっよに
ッイス湯給、やきといたしにうよい

チ 」切「 きといたせさ示表を計時もで
などに。

変更したリモコンのみ
設定が変わります

1 の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

2  で  、し択選を

 す押を

 るす更変を定設で3

）るす：例（

設定完了
）るす＝定設期初（

：る   す 表示の節電をする
チッイス湯給 」切「 の時

時計表示をしない
：1いなし いなしを電節の示表

チッイス湯給 」切「 の時
時計表示をしない

：2いなし いなしを電節の示表
チッイス湯給 」切「 の時

時計表示をする

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

台所リモコンで設定できます

エネルック設定
況状用使のどなスガ・湯おや気電

を知りたいときに。

ていつに法方の定設クッルネエ
。いさだく覧ごを67～07P、は

発電量小計リセット
きといたしトッセリを計小の量電発

に。

台所リモコンで設定できます

1 の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

2  で を 
選択し、

 す押を

 で「はい」 、し択選を3

 るすし押長を ）間秒5約（

設定完了
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浴室・台所のどちらのリモコン
でも設定できます

 間時9～1 ）位単間時1（
：しな温保 温保動自、後りが上き沸

んせましを湯した動自・

他のそ＜るす更変を定設てせわ合に手勝い使

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

間時の温保動自の後りが上き沸
自動保温の時間を変更できます。

自・温保動自の後りが上き沸、たま
。すまきでにうよいなしを湯した動

設定完了
）間時4＝定設期初（

 るす更変を定設で4

2

3

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 で  、し択選を

 す押を

）4：例（

1 を 」切「 るすに

発電量累計リセット
リを計累の量電発、どな時し越っ引

セットするときに。

台所リモコンで設定できます

 で「はい」 、し択選を3

1

2

設定完了

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 るすし押長を ）間秒5約（

 で を 
選択し、

 す押を

台所リモコンで設定できます

化期初のターデ・フラグ
を値のターデやフラグ 」0「 に戻した

いときに。
リが方両ビナ電発とクッルネエ※

セットされます。

設定完了

 で「はい」 、し択選を3

1

2

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 るすし押長を ）間秒5約（

 で を 
選択し、

 す押を

101

：1るす るすをンーリク管配ろふ動自
チッイス湯給 」切「 自、もで時

すましをンーリク管配ろふ動 。
（この場合は水で流します）

：2るす チッイス湯給 」入「 みの時
るすをンーリク管配ろふ動自

しない： いなしをンーリク管配ろふ動自

2-＞定設
自動ふろ配管クリーン

よいなしをンーリク管配ろふ動自
にう ）にうよるす（ 。すまきで

浴室・台所のどちらのリモコン
でも設定できます

 るす更変を定設で4

2

3

設定完了
）2るす＝定設期初（

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

で  を
選択し、

 す押を

）2るす：例（

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

変更したリモコンのみ
設定が変わります

小／中／大

【  がある場合】
量音し出び呼のンホータンイ

（通話呼出音量）
き大を音し出び呼のンホータンイ

いたしく ）いたしくさ小（ ときに。

ふろ自動の自動保温の種類
くたしを湯した動自の後りが上き沸

いな ）いたし（ 。にきと

ンコモリのらちどの所台・室浴
でも設定できます

 るす更変を定設で4

2

3

設定完了
（初期設定＝全自動）

設定完了

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（ 」定設他のそ「 ）すまりなに面画

で  を
選択し、

 す押を

）中＝定設期初（

 るす更変を定設で3

1

2

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 で を 
選択し、

 す押を

）中：例（

）動自全：例（

：動 自 全 温保動自、後りが上き沸
すましを湯した動自・

保温のみ： 温保動自、後りが上き沸
のみします

）んせましは湯した動自（

1 を 」切「 るすに1 を 」切「 るすに
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他のそ＜るす更変を定設てせわ合に手勝い使

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

発電のお知らせ
電、やせら知おの声音の時始開電発
せら知おの合場いな少が量用使気

）声の鳥にとご分03約（ といたしを
。にき

台所リモコンで設定できます

 るす更変を定設で3

1

2

設定完了

）しな＝定設期初（

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（ 」定設他のそ「 ）すまりなに面画

なし：発電のお知らせをしません
あり： せら知おで声音に時始開電発

します
、にとご分03約らか始開電発

鳥に合場いな少が量用使気電
の声でお知らせします

）しな：例（

 で を 
選択し、

 す押を

発電ランプの色
のプンラ電発るすせら知おを中電発

色などを変えたいときに。
色示表電発※ ）1（ 用使気電りよ量電発、は

示表プンラの合場るいてっ回上が量 
色示表電発 ）2（ 用使気電りよ量電発、は

示表プンラの合場るいてっ回下が量 

 色示表電発で ）1（ の
設定を変更する3

1

2

設定完了

）青＝定設期初（

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（ 」定設他のそ「 ）すまりなに面画

  で を 
選択し、

 す押を

，青 ，緑 ，橙 消灯
＊ 」灯消「 。んせましせら知おもてし電発、は

）青：例（

台所リモコンで設定できます

5

）緑＝定設期初（

，青 ，緑 ，橙 点滅
＊ 」滅点「 、は 色示表電発「 ）1（ 」定設 で
 設定した色が点滅します。

）緑：例（

発電ランプの明るさ
のプンラ電発るすせら知おを中電発

明るさを変えたいときに。

設定完了
）準標＝定設期初（

3

1

2

，い暗やや ，準標 明るい

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（ 」定設他のそ「 ）すまりなに面画

 るす更変を定設で

）準標：例（

 で を 
選択し、

 す押を

台所リモコンで設定できます

4  す押を

 色示表電発で ）2（ の
るす更変を定設

301

ンコモリのらちどの所台・室浴
でも設定できます

3-＞定設
お湯を使ったときの
お湯はり ）湯した・動自ろふ（
の一時中断

りは湯お ）湯した・動自ろふ（ せ断中を
にきといたい使を湯おに時同、にず 。

給湯温度の上限（最高温度）
といたしにうよいな出が湯おいつあ

きなどに。

浴室・台所のどちらのリモコン
でも設定できます

 るす更変を定設で4

2

3

設定完了

）℃06＝定設期初（

設定完了

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

  で 、し択選を 

 す押を

）るす＝定設期初（

4

2

3

の合場たし作操きだい追でンコモリ室浴
追いだき温度

にきといたしきだい追にめつあし少 。

4

2

3

設定完了

）準標＝定設期初（

  で 、し択選を 

 す押を

度温の湯おの槽浴：準  標 + ℃1約
まで沸かします

度温の湯おの槽浴：℃1＋ + ℃2約
まで沸かします

度温の湯おの槽浴：℃2＋ + ℃3約
まで沸かします

，℃23 ，℃53 ℃84～℃73 ℃1（
）みざき ， ，℃05 ，℃55 ℃06

す る： りは湯おと湯給 ・動自ろふ（
）湯した お、とう使に時同を

すまし断中をりは湯
＊お湯を使い終わると再開します。
＊中断した分、沸き上がりが遅くなります。
しない： りは湯おと湯給 ・動自ろふ（

）湯した 、もてっ使に時同を
んせまし断中をりは湯お
。すまりあがとこるなく悪が出の湯お＊

＊ 湯給 ・ すま出が湯おの度温ろふ、はーワャシ 。

設で点時たしか沸でま度温のれぞれそ
、はに合場たっかないてし達に度温定

設定温度まで沸かします。

いさだくてし更変でンコモリ室浴

1 を 」切「 るすに1 を 」切「 るすに 1 を 」切「 るすに

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

）℃06：例（

 るす更変を定設で

）るす：例（

 るす更変を定設で

）準標：例（

 で を 
選択し、

 す押を

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 
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他のそ＜るす更変を定設てせわ合に手勝い使

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

3

】合場るあが機燥乾房暖室浴るす応対【
浴室の乾燥終了のお知らせ
の室浴 ンコモリ、らたし了終が燥乾

。にきといたしら鳴を音せら知おで

浴室・台所のどちらのリモコン
でも設定できます

 るす更変を定設で4

2

（初期設定＝しない）

しない： しはせら知おの了終燥乾
ません

す る： らたし了終が燥乾の室浴
間秒01約 「 ッピピッピピ 」

すましせら知おてっ鳴と

1 を 」切「 るすに

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 で を 
選択し、

す押を 

）いなし：例（

設定完了

いなし ： をせら知おの了完きだい追
しない

る す ： をせら知おの了完きだい追
する

ンコモリ所台・ンコモリ室浴（
）すましせら知おで方両

浴室リモコンで変更してください

の合場たし作操きだい追でンコモリ室浴
追いだき完了のお知らせ

いたしをせら知おの了完きだい追
）いなくたし（ ときに。

設定完了

（初期設定＝しない）

4

3

2
1 を 」切「 るすに

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 るす更変を定設で

）いなし：例（

 で を 
選択し、

 す押を

沸き上がりのお知らせ
いなくたしをせら知おのりが上き沸
。にきといたしえかりく、やきと

※ 合場たし作操きだい追でンコモリ所台
すまみ含もせら知おの了完きだい追の 。

浴室・台所のどちらのリモコン
でも設定できます

4

2

3

設定完了

：回1 をせら知おのりが上き沸 るす回1
反復： すえかりくをせら知おのりが上き沸

ら知おで声音＋ィデロメは目回1
、せ にきお分1約後のそ 」ピピピ「

しえかりく回5を声音＋
：しな いなしをせら知おのりが上き沸

1 を 」切「 るすに

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（ 」定設他のそ「 ）すまりなに面画

）回1＝定設期初（

 るす更変を定設で

）回1：例（

 で を 
選択し、

 す押を

501

4-＞定設

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

浴室リモコンで変更してください

ふろ温度の上限（最高温度）
温のりが上き沸、や定設の度温ろふ

度を制限したいときに。

を 」切「 るすに

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

2

 るす更変を定設で4

）準標：例（

3   で 、し択選を 

 す押を

）準標＝定設期初（

】準標【
＝限上の度温ろふ ℃84
約高最とるすきだい追 沸でま℃05

き上がります。（ ）93P
】℃84～℃33【

度温たし定設＝限上の度温ろふ
上以度温たし定設、もてしきだい追

にはなりません。

1

浴室・台所のどちらのリモコン
でも設定できます

機器の水抜き
機器の水抜きをするときに。
（ 011P 」法方るよにき抜水 3置処「 ）

1 を 」切「 るすに

2 の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

3   で 、し択選を 

 す押を

4  で「はい」 、し択選を

 す押を

順手度再 3～1 、とうなこおを 器機「
」き抜水の 」中転運「 秒02約に互交を

間表示します。
で態状のそ   水の器機、とす押を

抜きを解除します。

はにるす除解をき抜水の器機

始開き抜水の器機にぐす

ンコモリのらちどの所台・室浴
でも設定できます

機器の水張り
機器の水張りをするときに。

（ 111P 」きとの用使再「 ）

4

2

3

1 を 」切「 るすに

の中のたふ   、し押を

 で を選択し、

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

  で 、し択選を 

 す押を

 で「はい」 、し択選を

 す押を

順手度再 3～1 、とうなこおを 器機「
」り張水の 」中転運「 秒02約に互交を

間表示します。
 で態状のそ 水の器機、とす押を 

張りを解除します。

はにるす除解をり張水の器機

すぐに機器の水張り開始

設定完了



601

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

台所リモコンで変更してください

え替り切能機のチッイス房暖
の房暖う使くよ、をチッイス房暖
といたし定設てしとチッイス転運

きに。
合場るあが器熱放房暖るす応対※

。すまきでえ替り切、みの

 るす更変を定設で3

）準標＝定設期初（

）準標：例（

準標 （ 示表をーュニメ房暖 ） ／房暖／
房暖床 （ は合場るあ所か2が房暖床 床

，1房暖床／2房暖床／1房暖 ）2 ／
浴室暖房

1

2

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 で を 
選択し、

す押を 

他のそ＜るす更変を定設てせわ合に手勝い使

設定完了

】合場るあが房暖床るす応対【
」房暖床「 の称名屋部のへ示表

追加
にンコモリで称名屋部るあの房暖床

表示したいときに。

 るす更変を定設で3

1

設定完了
）しな示表＝定設期初（

）しな示表：例（

しな示表 （ 」房暖床「 示表みの ）／
ンチッキ／グンニイダ／グンビリ

／浴室

いさだくてし更変でンコモリ所台

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

2   で 、し択選を 

 す押を

※床暖房が複数ある場合は、
  
 を表示します

台所リモコンで変更してください

押をチッイスのンコモリ所台
さる明の面画示表のきとたし
たし押をチッイスのンコモリ所台

くる明を面画示表のきと ）く暗（ し
たいときに。

1

 るす更変を定設で3

）準標：例（

2

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（ 」定設他のそ「 ）すまりなに面画

 で を 
、し択選

す押を 

）準標＝定設期初（
いる明／準標／い暗やや／い暗

設定完了
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トッセリの定設 ）化期初定設全（
たし更変 」定設他のそ「 期初をどな

設定に戻します。
（ 431P 」覧一定設期初「 ）目項の★の

 で「はい」 、し択選を

 るすし押長を ）間秒5約（

4

1

3

の中のたふ   、し押を

  で 、し択選を 

 す押を
（「その他設定」 ）すまりなに面画

 で  、し択選を

 す押を

浴室・台所のどちらのリモコン
でも設定できます

2
を 」切「 るすに

5-＞定設

】合場るす更変を定設の他てけ続【   ／ す押を 】合場す戻に面画プット【  るす置放秒02約はたま す押を 

設定完了
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お願い 凍結による破損を
予防する

るす防予を損破るよに結凍 1-
まりあがとこるこ起が故事損破てし結凍が水の内管配や器機、もで域地いか暖＊

。いさだくてしを置処な要必、きだたいみ読おを下以、でのす
すまりなに料有もで内間期証保、は理修のきとたし損破が器機りよに結凍＊ 。

長期間 ）上以月か1（● きとたれさ令発が報意注温低
● きとい低に端極が温気外 ）下以℃01－（
● きとるあが風もてく高りよ℃01－

処置1  処置3  2＋1置処  または 処置3  

901

処置 2  
リモコンの給湯スイッチ 」切「1

mm4約さ太、cc004約に間分1･･･はと水の量少
3 おふろの給湯栓を開き、

4約さ太 mm

2

4

もどな栓元水給、管配湯給・水給、くなでけだ器機＊
。すまきで防予結凍に時同

＊ チッイス湯給、てしと防予象現露結 」切「 栓湯給で態状の
がすまいてしい願おにうよいなさ出を水らか （ ）71P
んせまりあ題問は合場の置処の防予結凍 。

＊ 合混式ーバレルグンシや栓水合混式トッタスモーサ
いさだく意注ごに定設度温の時用使再、合場の栓水 。

。めたの防予どけや
、はに合場るあのれそおるす結凍もてしを置処のこ＊

で順手の111～011P いさだくてっなこおをき抜水 。

処置 1  
給湯スイッチ 」入「 」切「 に関係なく、自動的に凍結予防します 

電源を 」入「

専用ブレーカー
）グラ を必ず 」入「

よお栓元水給、や管配湯給・水給
結凍のどな管配水排、管配ろふび

をーターヒ気電はたま材温保ず必
しを置処たじ応に域地のどなく巻

確に店売販、はきといならかわ（

示表を]防予結凍[にンコモリきとのこ＊
します。
   音転運のプンポ（ ）ンーウ（

か器機、し転運空がプンポといなが水＊
。すまりあが合場るす生発が音なき大ら

の凍結予防をします ）んせましは焼燃（

予結凍の路回房暖、はてっよに類種の器熱放房暖＊
防ができない場合があります。

。すまし示表を]防予結凍[にンコモリきとのこ＊
 音転運のプンポ（ ）ンーウ（
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るす防予を損破るよに結凍 2-

処置 3  
注意 のクンタ湯貯、は合場るあが湯おにクンタ湯貯

るす水排らかてげ下を度温どなるきい使を湯お
やけど予防のため。

操作 お知らせ

】例示表のきといなが湯お【

1 るめ閉を栓スガのトッニユ電発ンジンエスガ .1
いさだく覧ごを書明説扱取のトッニユ電発ンジンエスガ※ 。

 .2 】合場るあがーバカ管配【 をーバカ管配、し外をじねのーバカ管配 
開ける

栓スガの器機 .3 z と給水元栓x を
閉める

2 くおてけ開を栓水排の槽浴

3

4
5

。いさだくてし照参をトスライジーペ右＊

 のンコモリ .1 を 」切「 るすに

 .2 」るす更変を定設てせわ合に手勝い使「 で領要の 」き抜水の器機「 設の
るすを定 にンコモリ（ ］中き抜水の器機［ ）すまし示表を （ ）501P

るす認確をとこるす水排らかータプダア環循の槽浴 .3

るすに開全を栓湯給のてべす

栓き抜水 .1 c す外、け開てし回に左を
置装全安止防圧過 .2 v 栓き抜水びよお b す外、け開てし回に左を

栓き抜水 .3 n るめるゆてし回に左を
ブルバ水排 .4 m るけ開てし回度09を

。すまし水排＊

6 順手、合場いないてっ入が液凍不＊ 8,7 で
管配房暖や器熱放房暖、がすましき抜水

。んせまきでは防予結凍の

かるいてっ入が液凍不、でルベラるあてっ貼にーバカトンロフの器機
どうか確認する
＊ 」すまいてっ入が液凍不「 へ8順手→合場るあがルベラういと

合場の外以記上＊ ）合場いないてっ入が液凍不（ へ8,7順手→
）くづつ（

くでいなま込し流を水に槽浴、とあのこ＊
ださい。

、は合場るす止中をき抜水＊ を 「入」
の定設他のそ、かるすに 」き抜水の器機「

と 」中転運「 に間るいてし示表に互交が
 を押してください。

をーカーレブ用専で中途のき抜水＊ 」切「 に
しないでください。

＊ 」き抜水の器機「 た分2約らかてしを定設の
、とつ 」ッピピ「 。すまり鳴が音せら知おと

順手はでまる鳴が音せら知おのこ（ 8 操の
）いさだくでいなわなこおは作

をチッイス湯給＊ 」入「 確を量の湯おのクンタ湯貯で示表量湯貯、しに
。いさだくてし認 （ ）32,12P

。いさだくてっなこおを作操の下以→きといなが湯お・ 
操の下以、らかてっきい使を湯おのクンタ湯貯→きとるあが湯お・ 

作をおこなってください。
湯おらかどな栓き抜水＊ ）水（ 置をどな器容に下の器機、でのすま出が

。いさだくてけ受を水排てい

準
備

111

をーカーレブ用専 」切「 るすに （ ）91P
てっよに庭家各はーカーレブ用専※

。すまりな異が態状置設 

操作 お知らせ

．1 】合場るあがーバカ管配【 配管カバーのねじを外し、配管カバーを開ける。
．2 すべての水抜き栓・過圧防止安全装置・排水バルブ・給湯栓が閉まっていることを確認する。
．3 。るけ開を栓元水給
．4 をーカーレブ用専 」入「 。るすに （ ）91P
．5 ）1 給湯スイッチが 」切「 。るす認確をとこるあで
）2  」るす更変を定設てせわ合に手勝い使「 で領要の 」り張水の器機「 るすを定設の （ ）501P
 にンコモリ（ ［機器の水張り中］を表示します）
※浴槽の循環アダプターから水が出たり止まったりしますが、異常ではありません。
.5．6 ）2の 、後過経上以分03約らか作操の ］中り張水の器機［ 。るす認確をとこるいてえ消が示表の

．7 給湯栓を開け、水が出ることを確認してから閉め、機器や配管から水漏れがないかよく確認する。
．8 。るけ開を栓スガの器機とトッニユ電発ンジンエスガ
．9 】合場るあがーバカ管配【 。るけ付り取りおど元をーバカ管配

示表障故にンコモリ、で用使ろふ・房暖のてめ初後水通※ 》345《 》371《 合場る出が
んたっいをチッイス湯給と転運の側器熱放房暖 」切「 栓き抜水のてべす・とこるいてい開が栓元水給の器機、しに

が閉まっていることを確認し、専用ブレーカーを 」切「 しに （ ）91P 度再、 」入「 。いさだくてし用使再てしに

7

 ●  きとの用使再 ●

）きづつ（

9
01 止防圧過・栓き抜水のてべす、とあたし認確をとこたれさ水排てべす

安全装置、排水バルブ、給湯栓を閉める
】合場るあがーバカ管配【 るけ付り取りおど元をーバカ管配 

8
】合場いないてっ入が液凍不【

栓き抜水 ,  .  ⁄ 0 るめるゆてし回に左を

後過経上以分2らか作操の.2の3順手 でンコモリ（ 」ッピピ「 せら知おと
）とあたっ鳴が音 栓き抜水、 ⁄ 1 ⁄ 2 ⁄ 3 03約、し水排、け開てし回に左を

るすにままのそ上以分

盤電分内屋

 誤って開けると、高温のお湯
）液 .

⁄ 0

⁄ 2

⁄ 1

n

m

x

c

b

,

z

⁄ 3

v
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るす防予を損破るよに結凍 3-

。いさだくでいなし用使に対絶はでままのそ、は合場たし結凍＊ ）いさだくでいなしも転運房暖（
。すまりなと因原の障故の器機

だくてし用使えうの認確くよかいながれ漏水らか管配や器機、もてっなにうよる出が水らか栓湯給＊
さい。

。すまれた保は防予結凍の路回房暖で環循のプンポ、は間るいてめ閉を栓スガで置処のこ＊

■給湯スイッチを「切」にする

いさだくし試おを法方の下以、は合場いたい使を湯おにぐす■

1

3 ガス栓を閉める

2 台所などの給湯栓を少し開けておく

4 てみてし回を栓元水給 ）てみてめ閉（
以下の処置をする

。すまりあがれそおるす裂破が管配とるけかを湯熱＊
。いさだくてし意注にうよいならかかが湯おに類線配気電の器機＊

。いさだくてし意注にうよいなえがちまと栓スガ＊
注 

意

）1 。く巻にりわまの栓元水給をルオタ
）2 度程肌人 ）℃04～03（ 湯まるぬの 。るけかりくっゆにルオタたい巻に栓元水給を

合場いな出が水にのる回が栓元水給 ■

）3 る回が栓元水給 ）るすが音るれ流が水（ 。るめ閉を栓湯給、らたっなにうよ
）4 。る取きふで布たい乾を水たいつにりわまの栓元水給、し外をルオタ
）5 のどなるせぶかを材温保にりわま栓元水給、めたるすにうよいくにし結凍後今

。るすを置処 てし認確にスガ阪大のりよもはたま、店売販、はきといならかわ（
ください）

連ごにスガ阪大のりよもはたま、店売販、かつ待をのるす凍解に然自りよに昇上の温気、め閉ず必を栓元水給
。いさだく絡

合場いなら回てし結凍が栓元水給 ■

栓元水給

く巻をルオタ

＊ 」入「 。すまりあが合場るす焼燃とるいてしに
。すましめすすおをとこつ待でまるす凍解に然自りよに昇上の温気＊

 のンコモリ を

」切「 るすに
栓スガ

栓元水給

湯おてし結凍 ）水（ きといな出が

311

日常の点検・お手入れのしかた 1-

検点 ）に的期定（

れ入手お ）除掃にめまこ（
 ● ータルィフのータプダア環循の槽浴  ●

まこず必で法方の下以、でのすまりあがれそおいならなに度温の望希ごが度温のろふお、とるま詰がータルィフ
めに掃除してください。

チッイス湯給※ 」切「 。いさだくてっなこおらかてしに
使で態状いないてれらけ付り取に常正、やままたし外。いさだくてし用使てけ付り取に常正ず必はータルィフ※

用すると、機器が故障することがあります。

注意 チッイス湯給、は合場るすをれ入手お・検点の器機 」切「 にし、機器が冷えてからおこなう
るす水排らかてげ下を度温どなるきい使を湯おのクンタ湯貯、は合場るす水排を湯おのクンタ湯貯

やけど予防のため。

排気口にススがついていないか？

ま、社会スンナテンメの当担、らたいていつ
たはもよりの大阪ガスへ連絡する。

＊機器外装に異常な変色はないか？
はき開穴やビサにどな辺周部下の装外器機＊

ないか？
？かいなえこ聞が音常異らか器機に中転運＊

＊機器・配管から水漏れはないか？
会スンナテンメの当担、は合場たっあが象現

社、またはもよりの大阪ガスへ連絡する。

なりこほが口気給・口気排
？かいないてっがさふでど
除掃、は合場るいてっがさふ

する。

・紙聞新・物濯洗にりわまの口気排や器機
いすやえ燃、どな缶－レプス・油灯・材木

ものを置いていないか？
燃えやすいものを置かない。

りま詰ミゴに先の管配水排
などがないか？
ゴミなどは取り除く。

）すまいてし略省は管配の他（

1 循環アダプターの
フィルターを
左に回して外す

2 歯ブラシなどで
水洗いする 3 △同士を合わせて

はめ込む 4 右に止まるまで
回して固定する

）すまりあが合場るな異、は状形のータプダア環循（
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たかしのれ入手お・検点の常日 2-

 ●  体本器機 ●

れ入手お ）に的期定（

。いさだくてっ取きふを気水分充とあたしと落で布たれぬ、はれ汚の装外の体本器機＊
。いさだくてし用使を剤洗性中、はにきといどひのれ汚に特

るす生発がびさに部続接管配びよお体本器機、りた当が風潮に器機、合場の域地いすやりた当が風潮く近に海＊
。すまりあが合場

検点、でのすまれらえ考も響影のへ部内体本器機、は合場いどひがびさ ）料有（ 。すましめすすおを

。いさだくていふで布たっ湿、はきとたれ汚が面表のンコモリ

。すまいてっなくくにりまたはかあ湯、めたるせさ環循を水の槽浴でプンポ＊
。すまきでがとこす出し押を湯り残の内管配てっよにンーリク管配ろふ＊ （ ）75～65P

お願い いなし用使をどな剤洗用室浴の性酸や剤浄洗ビカの系素塩、はに除掃のンコモリ

お願い し水、にンコモリ設増・ンコモリ所台
いなて当を気蒸、いなけかをきぶ

。すまりあが合場るす形変

。意注にどなトッポ気電、器飯炊
。すまりなに因原の障故

お願い 故にンコモリ設増型水防・ンコモリ室浴
意に水をかけない

防水型ですが、多量の水は故障の原因になります。

。るめ閉を栓元水給．1
。るけ開を栓湯給のてべす．2
。す外てし回に左を栓き抜水．3 ）1※（

い洗水でどなシラブ歯を分部ータルィフ．4
。るす ）2※（

。るけ付り取を栓き抜水にりおど元．5
。るめ閉を栓湯給のてべす．6

漏水に囲周の栓き抜水、け開を栓元水給．7
。るす認確をとこいながれ

 ● ータルィフの栓き抜水  ●
以、でのすまりあが合場いならなに湯おりたっなく悪が出の湯お、とるま詰がどなミゴにータルィフの栓き抜水

。いさだくてしを除掃で法方の下
チッイス湯給、でのすまいてっなに温高が湯おの内器機、は後用使の湯お※ 」切「 っなこおらかてえ冷が器機てしに

。いさだくて ）めたの防予どけや（
。いさだくてけ受を水排てい置をどな器容に下の器機、でのすま出が水はたま湯おらか栓き抜水※

給水元栓

）すまいてし略省は管配の他（

給水接続口

フィルター

水抜き栓

パッキン

）1※（ 水きとのこ ）湯（ 。いさだくてし意注でのる出が
）2※（ のータルィフと栓き抜水、は合場たれ外がータルィフらか栓き抜水

。いさだくてし意注にうよいなさくなをンキッパの間

 ●  管配のろふお ●

 ●  ンコモリ ●
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 ● めすすおの検点期定 （有料） ●
年、にめたくだたい用使ごく長りよてし心安、ぎ防を故事の慮不、もで合場いなが障支上用使ご 期定の度程回1

点検をおすすめします。
具用水給、おな ）置装止防流逆（ 、はてし関に ）社（ 定るいてれさ示に針指理管持維の具用水給の行発会協道水本日

は期時。すましめすすおを施実の検点期 、社会スンナテンメの当担は検点。すましめすすおを度程回1に年6～4
またはもよりの大阪ガスにご相談ください。

れ入手お ）度程回3～1に年1（
 ●  クンタ湯貯 ●

、え替れ入を水のクンタ湯貯、めたるあがとこるいてし殿沈にクンタ湯貯がどなミゴや泥たいてっじ混に水道水
沈殿物を流し出してください。

注意 らかてげ下を度温どなるきい使を湯おのクンタ湯貯、は合場るあが湯おにクンタ湯貯
排水する

やけど予防や排水配管の保護のため。

】度程回1に年1【

排水バルブ

）すまいてし略省は管配の他（

【お湯がないときの表示例】．1 チッイス湯給 」入「 。るす認確を量の湯おのクンタ湯貯で示表量湯貯、しに
順手→きといなが湯お・ 2 。いさだくてっなこおを降以

順手、らかてっきい使を湯おのクンタ湯貯→きとるあが湯お・ 2 を降以
おこなってください。

．2 111～011P 」法方るよにき抜水 3置処「 の要領で、水抜きをする。
．3 111P、後き抜水 」きとの用使再「 。るすを作操の

】例示表の2盛目示表量湯貯【

．1 チッイス湯給 」入「 量の湯おのクンタ湯貯で示表量湯貯、しに ）盛目（ 認確を
。るす

順手→きとの下以2が盛目・ 2 。いさだくてっなこおを降以
を盛目てっ使を湯お→きとの上以2が盛目・ 順手らかてしに下以2 2 降以

をおこなってください。
とるす作操で上以2盛目※ 。すまりあがとこる出が湯おい熱、

．2 をーカーレブ用専 」切「 。るすに （ ）91P
．3 。るけ開てし回度09をブルバ水排

3．4 。るめ閉でま置位の元をブルバ水排、後分2約らか作操の
。すまりあがとこる出が湯おい熱、とつた上以分2約※

．5 をーカーレブ用専 」入「 。るすに

】度程回3～2に年1【
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水らかクンタ湯貯にどな時害災 ）湯お（ す出り取を
注意 貯湯タンクのお湯が高温になっているので、気をつけて作業する

やけど予防のため。

水のクンタ湯貯、に時害災や時水断 （お湯） 。すまきでがとこるす用利てしと水用雑てし出り取を

．1 をーカーレブ用専 」切「 。るすに （ ）91P
．2 栓元水給 z 。るめ閉を
．3 ブルバ水排 x 。す外り取を管配るいてれさ続接に
．4 栓き抜水 vc 。す外、け開てし回に左を
．5 排水バルブx 水のクンタ湯貯、とるけ開を （お湯） 。すま出が

、とあたっなこおを順手の逆の記上、は時用使再※ 111P 使再「
」きとの用 。いさだくてし用使らかてっなこおを作操の

）すまいてし略省は管配の他（

水抜き栓c

給水元栓z

排水バルブx

水抜き栓v

間期長 ）上以月か1（ きといなし用使
。いさだくてしをき抜水で法方の111～011P

711

故障・異常かな？と思ったら 1-

お
湯
・
シ

ワ

に開全を栓元水給・栓スガ 。給湯栓を開いても
お湯が出てこない
お湯にならない

ガス栓・給水元栓が全開になっていない。

復旧を待つ。断水している。

るけ開に分充を栓湯給 。給湯栓が充分開いていない。

連にスガ阪大のりよも
絡を。

ーターメスガ ）ーターメンコイマ（ てし断遮をスガが
いる。

。るいてっなくながスガ、合場のスガPL で用使が具器スガの他
きで用使→認確かるき

ばれけな 阪大のりよも
ガス 。を絡連に

こんなときは こんなことが考えられます 対策

低温のお湯が出ない

お湯が出てくるまで
時間がかかる

機器から給湯栓まで距離があるためです。 異常ではありません。

に開全を栓元水給・栓スガ 。ガス栓・給水元栓が全開になっていない。

給湯温度の設定が合っていない。 62P

とうそ出を湯おの温低にきとい高が温水のどな場夏
がとこるなく高りよ度温定設が度温の湯お、とるす

あります。

温定設が度温の湯お、とるすとうそ出を湯おの量少
度より高くなることがあります。

てい開とっもを栓湯給
使用する。

い開を栓湯給し少うも
て使用する。

411P水抜き栓のフィルターにゴミなどが詰まっている。

211P凍結している。

チッイス湯給 」入「 。にチッイス湯給 」切「 になっている。

高温のお湯が出ない 。に開全を栓スガガス栓が全開になっていない。

給湯温度の設定が合っていない。 62P

 で定設他のそ【  を 」いなし「 変に
合場たし更 （ ）301P 】

湯おの度温ろふ、とう使を湯おに中湯した・りは湯お
使の湯お、もてっわ終が湯した・りは湯お。すま出が
んせま出は湯おの温高、はでまるめやんたっいを用 。
）めたの防予どけやのきとの温高が定設度温湯給（

※リモコンの表示はそのままです。
定設の度温湯給：例＜ ＞℃04度温の湯お→℃06

異常ではありません。

、かるげ上を度温湯給
てい開とっもを栓湯給

使用する。

出量少を湯おの温低、にきとい高が温水のどな場夏
そうとすると、お湯になりません。

をーカーレブ用専、や合場るなにい使おてめ初 」切「
使おてめ初に後電停はたま、時用使再のとあたしに
が湯おの温高、めたつ保を性全安、は合場るなにい

出にくい場合があります。

湯給のてべすんたっい
栓を閉めて再び開く。

給湯栓を絞ると水になった が量の湯おるれ流らか栓湯給 に下以L5.3約に間分1
湯おてい開とっもを栓湯給。すまし火消きとたっな

の量を多くすれば、お湯の温度は安定します。

異常ではありません。

）くづつ（
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）きづつ（

お
ふ
ろ

お
湯
・
シ

ワ

異常ではありません。
るすくらばしもれずい

と安定します。

異常ではありません。

異常ではありません。

23P

33P

311P

確実に取り付ける。
311P

311P

異常ではありません。

量湯ろふ ）位水（ リを
。るすトッセ 721P

異常ではありません。

対策

が量の湯おる出らか栓湯給
変化する

にりおど量湯ろふたし定設
沸き上がらない

おふろのお湯がぬるい
いつあが湯おのろふお

設定したふろ温度どおりに
いならが上き沸

はきとなんこ

ろふりたし用使を湯おで所場の他、に中用使を湯お
ま。すまりあが合場る減が量の湯お、とるすを動自
湯おに端極、はてっよに件条管配や力圧の道水、た
。すまりあが合場るま止んたっいりたっ減が量の

定安後のそて出く多め初、はてっよに類種の栓湯給
。すまりあがのもるす化変が量湯出、どなるす

 で定設他のそ【  を 」いなし「 変に
合場たし更 （ ）301P 】

すまりあがとこるなく悪が出の湯お 。

。いないてっ合が定設の度温ろふ

実、合場たし直し定設く低を度温ろふに中りは湯お
とこるなく高りよ度温定設は度温のりが上き沸の際

。すまりあが

すまれらえ考がとこなんこ

501Pふろ温度の設定が
いなれらげ上、上以度温るあ

。るいてし定設を限上の度温ろふで定設他のそ

501P

ふろ湯量の設定が合っていない。

が髪毛やミゴにータルィフのータプダア環循の槽浴
詰まっている。

付り取に実確がータルィフのータプダア環循の槽浴
けられていない。

が髪毛やミゴにータルィフのータプダア環循の槽浴
詰まっている。

のチッイス動自ろふも度何、にちういならが上き沸 」切「
」入「 。すまりあがとこるれふあが湯お、とすえかりくを

憶記、はきとるあの題問おなもてし認確を点3記上
量湯ろふるいてし ）位水（ あが性能可いないてっ合が

ります。

その他設定でふろ温度の上限を設定している。

るえ見てっ濁く白が湯お と泡いか細、れらせ熱が気空たいでん込け溶に中水
。すでのもな害無、で象現るくて出てっな

異常ではありません。

給湯温度の設定が
いなれらげ上、上以度温るあ

。るいてし定設を限上の度温湯給で定設他のそ

いなきでが節調の度温湯給 。いないてっなに先優がンコモリるいてし作操 。替切先優 72P

301P

異常ではありません。らかータプダア環循の槽浴
」コボ、コボ「 音る出の気空と

るあがとこるすが

おふろの配管などにたまった空気が出る音です。

異常ではありません。給湯栓から出るお湯の量が
少ない

い追・房暖、にきとたっなくなが湯おのクンタ湯貯
るなくな少が量湯出とう使を湯おに時同とどなきだ

ことがあります。

異常ではありません。る出が水にめ初のりは湯お とるいてし定設く低を度温ろふ、やきとい高が温水
。すまりあが合場る出が水にめ初のりは湯お、はき

911

お
ふ
ろ

こんなときは こんなことが考えられます 対策
異常ではありません。
その他設定で

を
」いなし「 、てし更変に

るすにうよいなし断中 。
301P

すくよを出の湯お、とう使に時同を湯給と動自ろふ
るためにお湯はりを一時中断します。
そのため、沸き上がりが遅くなります。

ふろ自動や追いだきの
い遅りよもついがりが上き沸

浴槽の循環アダプターから
るすりたっま止りた出が湯お

とるめ始をきだい追や動自ろふ
にごったお湯が出る

追や動自ろふ、合場いないてしをンーリク管配ろふ
し入混干若が湯り残の中管配、後直ため始をきだい
目、は合場たし用使を剤浴入の系りごにに特。すま

立つことがあります。

75,65P

異常ではありません。るす認確を量の湯り残、とす押をチッイス動自ろふ
ータプダア環循はくらばし、し動作がプンポにめた

からお湯が出たり止まったりします。

にのいないてし用使をろふお
浴槽の循環アダプターから

湯お ）水（ る出が

異常ではありません。るいてっ残に管配、し動作がプンポめたの防予結凍
水が循環アダプターから出る場合があります。

湯おの槽浴 ）水（ たはがンーリク管配ろふ、中水排を
らくと、循環アダプターからお湯が出ます。

65P

追いだきができない
追いだきが途中で停止した

確認する。りよ部上ータプダア環循の槽浴 湯お、上以mc5 ）水（
が入っていない。

6順手の81Pポンプの呼び水をしていない。

が髪毛やミゴにータルィフのータプダア環循の槽浴
詰まっている。

311P

。るいてし水断 湯り残たいてめたに槽浴、は時水断（
の追いだきはできません）

復旧を待つ。

自動ふろ配管クリーンが
はたらかない

作操、えうの認確再を容内のンーリク管配ろふ動自
する。

65P

。たし電停 たははンーリク管配ろふ動自、は後電停（
らきません）

異常ではありません。

 で定設他のそ が 」いなし「 に
なっている。

」1るす「 か 」2るす「 すに
る。 101P

追いだきしても
ふろ温度が上がらない

その他設定でふろ温度の上限を設定している。 311P

異常ではありません。房暖・湯給、にきとたっなくなが湯おのクンタ湯貯
なく長が間時きだい追とるすきだい追に時同とどな

ることがあります。

。んせまりあはで常異
その他設定で

を
」いなし「 、てし更変に

るすにうよいなし断中 。
301P

ふろ自動が途中で停止した すくよを出の湯お、とう使に時同を湯給と動自ろふ
るためにお湯はりを一時中断します。
そのため、ふろ自動が途中で停止します。
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かにまのついが示表面画
消えている

まいなさ押をチッイスはたま、ままいなわ使を湯お
分01約ま コモリ室浴、合場たっ使を能機のろふお（

）間時1約はでン 。すまえ消が示表面画とつた

が示表計時 「 」に
なっている

給湯ランプが点灯しない 停電している。

リ
モ
コ
ン

復旧を待つ。

ーカーレブ用専はたま後電停 」切「 通再、とあたしに
とるせさ示表を計時てし電 「 」 あが合場るなに

ります。

時計をあわせ直す。
42P

異常ではありません。

いならなに態状の電節の示表

、もてし押をチッイス
いなしを作動のチッイスのそ

）例（ てし押をチッイス湯給
」切「 にしたはずなのに、

切れていない など･･･

、し除解を電節の示表とす押回１、は中電節の示表
スくらたはが能機のチッイスのそとす押回１うも
はが能機のチッイスのそでけだす押回1、とチッイ

。すまりあがチッイスくらた チッイス湯給（ 」入「 」切「
）いさだくてし認確で灯消・灯点のプンラ湯給、は

がーカーレブ用専 」切「 。るいてっなに 認確のーカーレブ用専
。を

 で定設他のそ が 」1いなし「 か いなし「
」2 になっている。

99P

電節の示表、は合場るいてし定設に℃06を度温湯給
はしません。

。んせましは電節の示表、は中灯点プンラ動自ろふ 異常ではありません。

、りたっ使を湯お ス
示表、とす押をチッイ

の節電を解除します。

6P

の面表やチッイスのンコモリ
ビニールが

、たきてれがは、たきてれ破
るいてっ入が気空てっが上き浮

トーシ護保に時荷出、はに面表のンコモリ 傷に面表（
）のものめたるすにうよいなかつがどな りあてっ貼が

はもてし用使にずさがは、はトーシ護保のこ。すま
がして使用してもかまいません。

れ触くよ、は合場たし用使にずさがはをトーシ護保
すましりたきてれがはりたきてれ破がどな分部る
はとこるす障故てっ入が水にンコモリらかこそ、が

ありません。

護保は合場るなに気
シートをはがす。

はきとなんこ すまれらえ考がとこなんこ 対策

表はビナりは湯お、はきとの動自ろふので約予ろふ
示しません。

で動自ろふ、たま 」機待「 合場たし択選を （ ）03P
は、お湯はりナビは表示しません。

コモリ所台、きとの動自ろふ
なし示表をビナりは湯おにン

い

異常ではありません。

 にンコモリ 示表を 
している

異常ではありません。スガ、はでまるす了完がき続手系連統系の社会力電
エンジン発電ユニットが機能しません。

にンコモリきとのこ  。すまし示表を 

。たし生発が電停の間時長 821P

121

リ
モ
コ
ン

こんなときは こんなことが考えられます 対策

イ
ン
タ

ホ
ン
・
お
ふ
ろ
の
モ
ニ
タ

相手の声が聞こえているが
返答がない
相手の声が聞こえにくい

ま、いき大が音のり周の手相もりよ声す話がらちこ
いき大が音のり周のらちこもりよ声す話が手相はた

ためです。

テ、るめ止をーワャシ
なるげ下を量音のビレ

すくなを音雑、てしど 。
近にンコモリ、はたま

づいて話す。

るすが音なき大のどなンーキ 場い近が所場置設のンコモリ所台とンコモリ室浴
グンリウハ、合 ）象現るすが音なき大のどなンーキ（

を起こすことがあります。

てし用使てげ下を量音
みる。

売販、は合場いなら直
大のりよも、はたま店

阪ガスにご相談を。

音やオジラるいてけかで室浴
ンコモリ所台、が音のどな楽

で途切れて聞こえる

の楽音・オジラるいてけかで室浴、や音のーワャシ
すくすやき聞を声の人、でとこるすくさ小をどな音

るしくみになっています。

異常ではありません。

通話が途切れる
通話ができない

きでがとこう拾を音、とるいていつが滴水にクイマ
ず、通話が中断する場合があります。

水滴を取り除く。

的時一、合場たし障故がトッニユ電発ンジンエスガ
お、度程分半にクンタ湯貯、めたるす保確を湯おな

湯を貯めるしくみになっています。

め閉を栓湯給、後用使の湯お
ても炎マークが消灯しない

ユ電発ンジンエスガ
を書明説扱取のトッニ

ご確認ください。
が示表検点・示表障故

出ている場合
621～521P

クンタ湯貯、きとたっかなし用使を湯お、間時定一
的動自が機源熱助補、にめたす直めたたあを湯おの

に燃焼する場合があります。

お湯を使用していないのに
炎マークが点灯する

異常ではありません。

スガに後用使の湯お、合場いなが湯おにクンタ湯貯
燃、にきとるす始開を電発がトッニユ電発ンジンエ

焼する場合があります。
、にめたるせさ定安を度温の湯おに時用使湯給回次（

貯湯タンクにお湯を少し貯めます）

異常ではありません。
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はきとなんこ すまれらえ考がとこなんこ 対策

異常ではありません。いならまたたあかなかなが面床

がさかたたあの面床
場所によって異なる

くしるめたたあを床てせさ環循を水温に内管配水温
とろことるいてっ通の管配水温。すまいてっなにみ
が差の少多に度温の面床、はでろこといないてっ通

生じます。

暖
房

っよにどな造構宅住・度温気外・類種の材げ上仕床
。すまりな異は間時のでまるなくかたたあ、て 目（

）度程間時1：安

異常ではありません。

がりわざ足の面床
場所によって異なる

ざ足の面床、めたるあがどな部続接のそや管配水温
。すまりあが合場るな異と囲周がりわ

るすが音に中房暖床

異常ではありません。

床暖房の温度変更を
にのいないてし

床面の温度が下がった

高にめたるめたたあを面床く早、はめじはし房暖床
一を水温、とつたが間時度程るあ、し流を水温の温

定の温度に下げます。

異常ではありません。

るあが差段や凸凹に面床 をトッマ房暖床水温 、やきとるいてし設併上以枚2
凹の少多はにどな部せわ合ぎ継の辺周と材げ上仕床
がとこつ立目りよに合具りた当の光、めたるあが凸

あります。

異常ではありません。

るあが間きすに目ぎ継の面床 収が材げ上仕てし燥乾、りよにとこるす用使を房暖
りあが合場るじ生が間きすなかずわに目ぎ継、し縮

。すま

異常ではありません。

たし色変が面床 にけ焼日、とるた当間時長が光日射直に材げ上仕床
。すまりあが合場るじ生がれ割びひや色変るよ

カーテンやブラインド
で日差しをさえぎる。

異常ではありません。げ上仕床やトッマ房暖床水温、てっよに熱の房暖床
温はたま、音るす生発めたるす張膨・縮収がどな材

水の流れる音です。

にのいないてし用使を房暖床
床があたたまることがある

異常ではありません。約、にめたく抜を気空たっまたに内路回房暖床 か1
房暖の他にきとのこ。すまし動作がプンポにとご月

末端 ）どな房暖室浴（ が度温の床、とるいてし用使を
。すまりあが性能可るす昇上少多に的時一

異常ではありません。が器熱放房暖、中転運房暖
りたっが下が度温りたっま止

する

低が力能房暖、とるす用使に時同ときだい追や湯給
下することがあります。

扱取のれぞれそ、はていつに作動転運の器熱放房暖
説明書をご覧ください。

321

機
器
全
般

こんなときは こんなことが考えられます 対策
異常ではありません。

異常ではありません。

出が気湯らか口気排に日い寒
る

気蒸水の中スガ気排にうよるえ見く白が息く吐に冬
が白く見えます。

予結凍の路回房暖、もで合場いないてし用使を器機
防時には、白い湯気が出ます。

に開全を栓元水給・栓スガ 。

復旧を待つ。

連にスガ阪大のりよも
。を絡

運転中に停止した ガス栓・給水元栓が全開になっていない。

断水している。

ーターメスガ ）ーターメンコイマ（ てし断遮をスガが
いる。

で用使が具器スガの他
きで用使→認確かるき

ばれけな 阪大のりよも
。を絡連にスガ

。るいてっなくながスガ、合場のスガPL

音転回のプンポ ）ンーウ（ るすが ばしがプンポにめたるぜまを湯お、後了終きだい追
らく作動することがあります。

異常ではありません。

の刻時約予、時約予ろふ 湯り残、に前間時2～1
チェックのためポンプが作動します。

し動作がプンポにめたの防予結凍、とるが下が温気
ます。

気空たっまたに内路回房暖、に合場いなし用使間期長
たるすにうよいなが障支にきとるす用使回次、き抜を

。すまし動作がプンポにめ ）とご月か1約（

異常ではありません。

異常ではありません。

異常ではありません。

るけ開に分充を栓湯給 。給湯栓が充分開いていない。

異常ではありません。のくらばし、もてし止停を転運
音転回のンァフ間 ）ンーブ（ るすが
をチッイス湯給 」入「 」切「 たし

機、りたし閉開を栓湯給、り
とるすくらばし後用使の器

音く動がターモ 、ックック（
）ーク るすが

用使再、たま、めたるすく早りよを火点の時用使再
動作が器機にめたるせさ定安く早を度温の湯おに時

している音です。

水が青く見える
たし色変く青が台面洗や槽浴

脂とンオイ銅の量微るれま含に中水が台面洗や槽浴
分肪 ）かあ湯（ すまりあがとこるす色着く青りよに

。んせまりあ題問上康健

ジンポスと剤洗用室浴
こるす除掃にめまこで
くくにし色着りよにと

。すまりな

置装全安止防圧過 ）栓き抜水（
湯お、らか ）水（ 間のし少が

出ることがある

異常ではありません。置装全安止防圧過、きとたじ生が力圧い高に内器機
置装全安止防圧過、りよにきらたはの ）栓き抜水（ か

ら水滴が落ちることがあります。

湯おらか先管配水排 ）水（ 少が
しの間出ることがある

くき大が積体の水とるめ始き沸が水の内クンタ湯貯
が上き沸、がすま出らか先管配水排が分のそ、りな

ると止まります。

異常ではありません。
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らたっ思と？なか常異・障故 5-
はきとなんこ すまれらえ考がとこなんこ 対策

異常ではありません。いなし電発にりおど報予気電

てっまたが湯おにクンタ湯貯
いなかい ）いな少（

れさ用利が熱排に房暖、はてっよに況状用使の房暖
少が量るえ貯を湯おにクンタ湯貯、めたい多が量る

ないことがあります。

お、てし習学を況状用使の湯おの々日、は報予気電
たし示表を安目てし測予を帯間時るえ使を気電に得
いなし電発どな合場いな少が用使の湯お。すでのも

ことがあります。

異常ではありません。

使、どな合場るな異くき大々日が用使の湯おや気電
少が量るえ貯を湯おにクンタ湯貯はてっよに況状用

ないことがあります。

異常ではありません。

るすにドーモ転運動自 。
98P

いなし電発 自動運転モードを停止している。

異常ではありません。にのいないてっ使を湯お
貯湯量表示が減っている

とるえ変を定設の度温湯給
貯湯量表示が変化する

湯おるえ使で度温湯給るいてし定設、は示表量湯貯
。すでのもす表をかるあけだれどにクンタ湯貯が
いてし定設、と度温の湯おのクンタ湯貯のきとのそ
。すまりわ変が示表量湯貯、てっよに度温湯給る

  度温湯給のンコモリ ンタ満→  ℃04

  度温湯給のンコモリ しな量湯貯→  ℃06

）例（ 湯おのクンタ湯貯 きとの℃05 

給のンコモリで機源熱助補、は合場のしな量湯貯※
。すまり作を湯おの度温湯

521

示表障故 置  処因  原

）例示表のンコモリ室浴（

故障表示が出ているときは
不具合が生じたとき、時計表示部に故障表示が点滅します。
下表に応じた処置をしてください。

）すまいてし載記みののもるきで処対でまさ客お（

）くづつ（

）例示表のンコモリ所台（

のすまえ消が示表障故とす押をチッイス動自ろふ度再
いなが湯り残に内槽浴、きとるすを動自ろふ回次、で

状態でおこなってください。
（それ以降は残り湯があってもふろ自動ができます）

声音のンコモリ 「 」いさだくてし認確を栓のろふお で
しを作操再、め閉を栓水排の槽浴。すましせら知おも

て表示・音声が出なければ正常です。

んたっいをチッイス湯給 」切「 度再、しに 」入「 くてしに
合場るいてっなに温高が度温の湯おの槽浴。いさだ

は、安全のため点検を受けてください。

んたっいをチッイス湯給 」切「 び再てしに 」入「 浴、しに
湯おの槽 ）水（ 入上以mc5りよ部上のータプダア環循を

れてからおふろの追いだきをしてください。

かいないてし水断、かるいてい開が栓元水給 らか栓水（
）かる出が水 チッイス湯給んたっい、し認確を 」切「 に

し、通水を確認してから再使用してください。

、かいないてっま詰がータルィフのータプダア環循
、てし認確かるいてれらけ付り取に常正がータルィフ

んたっいをチッイス湯給 」切「 度再、しに 」入「 使てしに
用してください。

んたっいをチッイス湯給、め閉を栓湯給 」切「 再、しに
度 」入「 。いさだくてし用使てしに

111P 」きとの用使再「 くてしをり張水の器機で順手の
ださい。

し用使にずせをり張水の器機に後き抜水
たため

初めてふろ自動をするとき、浴槽に
試運転時の水などが残っていたため

浴槽の排水栓の閉め忘れ

めたたし転運上以分09続連をきだい追

湯おの槽浴、きとのきだい追のろふお
）水（ いなり足が

断水などで水が通っていないため

、りま詰ータルィフのータプダア環循
け付り取に常正がータルィフ、はたま

られていないため

めたたし転運上以分06続連を湯給

断水などで水が通っていないため
）きとの水した、湯した、きだい追、動自ろふ（

んせまし電発、がすまきで用使は房暖・ろふお・湯給 。
たま、社会スンナテンメの当担、でのすで要必が検点

はもよりの大阪ガスへご連絡ください。

に信通のとトッニユ電発ンジンエスガ
不具合が発生したため

を検点めたの全安、がすまきで用使で態状の下低力能
受けてください。

めたの全安めたたじ生が常異に気排給
に能力を低下させます

ーターメスガ、とこるいてい開が栓スガ ーメンコイマ（
）ータ あが題問、てし認確をかいないてし断遮をスガが

れば処置してください。
その後給湯栓を開いて炎マークが出れば正常です。

補助熱源機の点火エラーが生じたため
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らたっ思と？なか常異・障故 6-
故障表示 置  処因  原

修理を依頼してください。

ガ、がすで能可用使は外以トッニユ電発ンジンエスガ
メの当担。すで要必が検点はトッニユ電発ンジンエス
く絡連ごへスガ阪大のりよもはたま、社会スンナテン

ださい。

生が合具不にトッニユ電発ンジンエスガ
じたため

めたたじ生が常異に焼燃の体本

（つづき）

表示の最後に
合場くつがE

※    は
 下記参照

○○

。すで示表るすせら知おを期時の検点期定のトッニユ電発ンジンエスガ

＊前記や下記点検表示以外の表示が出るとき
きとる出しえかりくが示表おなもてしを置処の記前＊

＊その他、わからないとき

 ● いさだく絡連ごにスガ阪大のりよも、はたま店売販、は合場の下以  ●

はきとるいて出が示表検点

点検表示 置  処因  原

担当のメンテナンス会社、
またはもよりの大阪ガスへ
ご連絡ください。

点検時期になりました

もうすぐ点検時期です点灯

点滅

が時計表示部に点滅 点検時期を超過したので、
をトッニユ電発ンジンエスガ

停止しています

交互表示
）隔間秒3（

721

はきといならなに量湯ろふたし定設  ）トッセリの位水（

811P 」いならが上き沸にりおど量湯ろふたし定設「 合場いならなに量湯たし定設、もてし認確を
は、下記の手順をお試しください。

排水栓

1 湯おの槽浴 ）水（ るすに空を 2 排水栓を閉める

3 す直し定設を量湯ろふ、でンコモリ室浴 （ ）33P  を 」切「 るすに4
場いしかおが量湯もでれそ、後了完の動自ろふ
りよも、はたま社会スンナテンメの当担、は合

いさだく談相ごへスガ阪大の
6 の中のたふ  と でまる鳴とッピに時同を 

）間秒2約（ す押

 に的動自＊  と が 」入「 自ろふ、りなに
動が始まります。

りかかが間時にりが上き沸、りよ動自ろふの常通＊
ます。
 いさだくでいなし止停でまるす了完が動自ろふ
＊沸き上がるとメロディでお知らせします。

5
】ンコモリ室浴【



821

3 に初最とす押回1＊ 」00「 し示表を
ます。

すし押長、つず1にとごす押回1＊
。すまりわ変つず01とる

るす力入を号番証暗で 

す押を 

交互に  表示 

。いさだく談相ごにスガ阪大のりよもはたま、店売販、はきといならかわが号番証暗＊

とるいてっがちまが号番証暗 ●

順手度再、でのるす示表を面画の1順手 るす作操らか2

らたっ思と？なか常異・障故 7-

1

2 」力入再「 、し択選を す押を 

4 暗証番号を入力したら

す押を 

】了完定設【

＊ す置放秒02約にずさ押を 

 度再、とる 面画示表 
。すまり戻に

合場たっなに示表のせわあ計時＊
せわあを計時で法方の42P、は

てください。

＊ 」了終「 度再、とるす択選を
。すまり戻に面画示表 

操作 操作後の画面 お知らせ

】ンコモリ所台【

／きとたし示表を面画力入号番証暗  きとたし示表を 
をーカーレブ用専間時長、やとあたし電停間時長 」切「 てし電通再、にどなとあたしに

を 」入「 るす示表を面画なうよの右、とるすに
場合があります。

いさだくてし力入を号番証暗で順手の下以 。
電発ンジンエスガ、といなし力入くし正を号番証暗

。んせまし能機がトッニユ
は房暖・ろふお・湯給、でのすまきで用使はスガ（

使用できます）

※  順手、は合場るいてし示表を面画力入号番証暗。すまいてし明説で合場の面画示表 いさだくてし作操らか3 。

ていつに号番証暗 
え覚、うよいならなにれ忘お。すまし録登を号番証暗にきとるなにい使おてめじは

字数いすや ）どな桁2下の号番話電：例（ を登録してください。

（表示例）
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アフターサービスについて
サービスを依頼されるとき

型番 ･･････････････････････ 型040N-631
異常の状況 ････････････････故障表示など、できるだけくわしく
ご住所・ご氏名・電話番号
訪問ご希望日

の821～711P 」らたっ思と？なか常異・障故「 ま社会スンナテンメの当担、はきとるあの常異おな、きだたいてべ調を
たは、もよりの大阪ガスにご連絡ください。

 ● 容内いたきだたいてし絡連  ●

 ● すまきで認確をドーコ種機・番型、は合場るいてし示表みの示表障故  ●

1
2  度再 す押を 

）すまり戻に面画の元（

とンコモリ室浴・ンコモリ所台＊
もに表示は共通です。

お知らせ

の元、もてしにままのそ秒06約＊
画面に戻ります。

す押を 

機種コード 型番

操作 操作後の画面

）例示表（

）例示表（

取扱説明書の最終ページに保証書がついています。
保証書に記載されている保証期間・保証内容をよくご確認のうえ、大切に保管してください。

無料修理期間経過後の故障修理については、修理によって機能が維持できる場合、有料で修理いたします。

保証について

後止中造製、は間期有保の品部能性用修補の品製のこ 。すで年01
。すましたい理修料有、は合場るあが庫在の品部能性用修補もてっあで後過経間期有保、し但

なお、補修用性能部品とは、製品の性能を維持するための部品です。

補修用性能部品の保有期間

器機、はきとるれさ設移を器機でどな居転 ）板銘（ 源電・類種のスガるあてし示表に ）数波周・圧電（ いてっ合と先設移が
るか必ずご確認ください。
不明のときは、移設先のガス事業者、販売店または、もよりの大阪ガスにご相談ください。

間期証保、は用費う伴に整調・造改のこ。すで要必が整調・造改の器機、はきとるれさ設移へ域地るな異の類種のスガ
中でも有料です。
※ガスの種類によっては改造・調整できない場合があります。

移設される場合
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主な仕様
仕 様 表

能 力 表

力電費消 ）zH06/05（
〉W〈

004行奥×007幅×4961さ高

種
類

 量      質 ）体 本（  〉gk〈
  法   寸   形   外 〉mm〈
 量  流  動  作  低  最 〉分/L〈
  圧   水   動   作 〉aPk〈
 圧   水   用   使 〉aPM〈

式方置設
式方湯給

水
圧

）り戻･き往（房暖
湯給

式方火点

4/3R

源電

電子式ガス比例制御方式式方御制温湯
、置装止防流電過、置装全安時電停、置装止防騰沸、置装全安電漏、置装全安止防圧過、置装防予結凍

、置装全安止防圧負、置装全安きだ空、置装止防きだ空、置装全安え消立、置装全安水漏器換交熱
、置装出検転回プンポ熱排、置装出検転回プンポ房暖、置装出検水断、置装出検転回ンァフ、置装止防熱過

置装止防流逆、置装避回湯出温高時電停、置装出検転回プンポ環循

スガ
ーロフーバーオ

2/1R
水給

4/3R

先止め式

5.3

放電点火式
mc/fgk0.01～0.1（0.1～1.0 2 mc/fgk0.5～5.1約（5.0～51.0約 圧水奨推＜） 2）＞

mc/fgk50.0（5 2）

）zH06/05（V001CA

接
続
口
径

ーターヒ防予結凍 481 

トンイョジ61FQ）り戻･き往（ろふ

2/1R

392/372

69

電
気
関
係

屋外設置形

トンイョジ61FQ

待 機 時 消 費 電 力 〉W〈

型040N-631番型
名式型

4

A342HTG-141-TS

スガ用使 ）量費消大最（量費消スガのり当間時1 〈kW〉

A31スガ市都 0.05
0.05

置装全安

熱排 2/1R
水排 2/1R

42
42

力能湯出 ）時大最（  〉分/L〈
昇上℃04+温水昇上℃52+温水

51
51ス ガ Ｐ Ｌ

。すまりあがとこるす更変にずせせら知おめたの良改は様仕本・
。すで値算計の合混水湯は力能湯出・

。すまりな異少多てっよに度温定設の湯お、件条の管配湯給、圧水、し但 
。すで値ので力圧準標、スガ準標るす定規にSIJはスガ・
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1-覧一声音ンコモリ

操作 スイッチ 条件など 声音 ）粋抜（
給湯「入」

を計時でンコモリ所台
あわせる

【台所リモコン】

るす節調を度温の湯お

おふろにお湯をためて
沸かす＜ふろ自動＞

度温ろふのりが上き沸
を調節する

【浴室リモコン】

量湯ろふのりが上き沸
を調節する

】ンコモリ室浴【

【浴室リモコン】

すま出が湯おいつあ 
 時刻が変更できます

すましをりは湯お 
 ）ピピピ（ すまき沸がろふおぐすうも

  たしまき沸がろふお ～ 

たしまし更変に度○を度温のろふお 

 おふろの湯量を変更できます

 設定しました

 給湯温度を○度に変更しました
すま出が湯おいつあ 

たしまし更変に度06を度温湯給

 （ピピピ）

 給湯温度が変更できます

たしまれさ更変に度○が度温湯給 

 あついお湯が出ます
たしまれさ更変に度06が度温湯給

きといなで先優がンコモリのそ

きとの下以℃55度温湯給
きとの℃06度温湯給

節調に下以℃55度温湯給
節調に℃06度温湯給

が度温湯給、後替切先優 ℃06
になったとき

沸き上がりが近づくと

沸き上がり

「入」

で時刻設定→

で温度調節

「入」

で温度調節

操作の一例を記載しています。

「時計あわせ」を選択→

たしまし定設を量湯のろふお 

タ浴入のンコモリ室浴
う使をーマイ

】ンコモリ室浴【

 ）ッピピ ッピピ ッピピ（セットした時間になると

で湯量調節→

「ふろ湯量」を選択→

「入」

「切」

ろふおでドーモ浴身半
すか沸てめたを湯おに

すましをりは湯お 

「半身浴」を選択→

「 切/入  浴身半 」 →択選を
 ）ピピピ（ すまき沸がろふおぐすうも

  たしまき沸がろふお ～ 

沸き上がりが近づくと

沸き上がり

で時間設定→
 設定しました

）くづつ（



231

）きづつ（

2-覧一声音ンコモリ
操作 スイッチ 条件など 声音 ）粋抜（

 ふろ自動の予約ができます

 予約を設定しました

上き沸に刻時のみ好お
るす定設うよるが

＞約予ろふ＜
】ンコモリ所台【

暖房する
】ンコモリ所台【

 暖房を開始します

 暖房を停止します

 暖房の予約ができます房暖に帯間時のみ好お
するよう設定する
＜暖房予約＞

【台所リモコン】 →定設帯間時で

「ふろ予約」を選択→

「 房暖  切/入 」 →択選を

「暖房予約」を選択→

で時刻設定→

開
始

「 房暖  切/入 」 →択選を停
止

 暖房の予約を設定しました

おふろに水をたして
ぬるくする＜たし水＞

【浴室リモコン】

 たし水をします「入」

てしたを湯おにろふお
＞湯した＜すや増

【浴室リモコン】

 たし湯をします「入」

を湯おのろふおいるぬ
＞きだい追＜すか沸

 追いだきをします

  たしまき沸がろふお ～ 

）合場たしきだい追でンコモリ所台（
「入」

 ）ピピピ（ すまき沸がろふおぐすうもとくづ近がりが上き沸

追いだき完了

るなに気が音の時房暖
＞音静＜はきと

【台所リモコン】

 静音の設定をしました

 静音の設定を解除しました

「 音静  切/入 」 →択選を開
始

「 音静  切/入 」 →択選を停
止

浴室暖房をする  浴室の暖房を開始します

 浴室の暖房を停止します

「 房暖室浴  切/入 」 択選を →開
始

「 房暖室浴  切/入 」 択選を →停
止

床暖房をする
】ンコモリ所台【

 床暖房を開始します

 床暖房を停止します

「 房暖床  切/入 」 択選を →開
始

「 房暖床  切/入 」 択選を →停
止

すまきでが約予の房暖の室浴 暖室浴に刻時のみ好お
定設うよるす始開を房

する＜浴室暖房予約＞
【台所リモコン】 定設刻時始開で →

」約予房暖室浴「 択選を →

 予約を設定しました

「予約完了」を選択→
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操作 スイッチ 条件など 声音 ）粋抜（
 予約ができます暖床に帯間時のみ好お

房をするよう設定する
＜床暖房予約＞

【台所リモコン】 で時間帯設定→

「床暖房予約」を選択→

たしまし定設を約予 「予約完了」を選択→

故障表示 声音 ）粋抜（
いさだくてし認確を栓のろふお ）れ忘め閉の栓水排の槽浴（

ンーリク管配ろふ  おふろの配管クリーンをします開始時

ンコモリ所台らか室浴
のチャイムを鳴らす
＜呼び出し＞

【浴室リモコン】

  すまいでん呼でろふお ～ 

す話でンホータンイ   ～ 

台所リモコンで
浴室の様子を聞く
＜おふろのモニター＞

【台所リモコン】

を長押し

【おふろのモニター終了】

または

 おふろのモニターをします

たしまし了終をータニモのろふお 
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初期設定一覧
」定設他のそ「 （ ）701～89P 目項の 初期設定

中

るす

間時4

する2
全自動

中

★

★

★

★

★701P、は★ トッセリの定設「 期初定設全（
）化 」 。すで目項るきでトッセリで

★りあ
リモコンの音量

「表示の節電」と時計表示

間時の温保動自の後りが上き沸

自動ふろ配管クリーン
ふろ自動の自動保温の種類

量音し出び呼のンホータンイ ）量音出呼話通（

リモコンの音声ガイド

円0電気 料金・目標

エ
ネ
ル

ク
設
定

hWk0
円0ガス 料金・目標

ｍ0 3

定設金料 （ りたあhWk1 ）

目標値
料金設定（ ｍ1 3あたり）

目標値
円0水道 料金・目標

ｍ0 3

料金設定（ ｍ1 3あたり）

目標値
いなし光熱費設定
いなし

購入電気を選択
ガスを選択

いなしお湯を選択

いなし
りあ

エネルックマーク表示
目標報知音

初期設定項目
時計表示（未設定時）
給湯温度

度温ろふ

ふろ湯量

たし湯量
量水した

度温ろふのドーモ浴身半

量湯ろふのドーモ浴身半

℃04
℃04

6

L02
L01

℃83

2

★℃06限上の度温湯給 （最高温度）

★るすりは湯おのきとたっ使を湯お ）湯した・動自ろふ（ 断中時一の
★標準度温きだい追の合場たし作操きだい追でンコモリ室浴
★回1せら知おのりが上き沸
★しないの合場たし作操きだい追でンコモリ室浴

せら知おの了完きだい追

★しないせら知おの了終燥乾の室浴
★標準限上の度温ろふ （最高温度）
★標準のきとたし押をチッイスのンコモリ所台

さる明の面画示表

表示なし「床暖房」表示への部屋名称の追加
標準え替り切能機のチッイス房暖

通話（ ータニモのろふお ）の音量 ★中
深夜停止の時間帯 00:1MA

00:5MA～

★しなせら知おの電発
青色のプンラ電発
緑
標準さる明のプンラ電発

発電表示色 ）1（

発電表示色 ）2（


